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ボイラ補給水、各種機器冷却水等

として船舶、離れ島や僻地のホテ

ル、海洋開発基地などをはじめ研

究機関、化学工業など各方面にご

利用いただけます。
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結露｡氷結から視界をまもりま沈
変わりやすい海洋気象、飛び散るしぶき、吹きつける

氷雪、操舵室の窓は、 どうしても曇りがちです。

でもヒートライトCの窓なら、いつも快適な視界を

お約束します。ヒートライトCは、ガラス表面に薄L、

金属膜をコーテインク、して通電発熱させ、曇りだけで

三
一

|，奏乏
亘

'一J
ヨ

’ ヒートココ牛ローラー
ユ

なく、氷結を防ぎ、融雪もする安全な窓ガラスです。

もちろん金属膜は透視の妨げにはなりませんし、被膜

の保謹や感電防止は万全ですbまたまんいち割れても

破片の飛び散らなL､安全な合せガラスですb

※あわせて、ヒートライト製品の姉妹品、 ヒート

コントローラーのご使用をおすすめします｡

上-1,コントローラーは、 自動的に使用滝X温度

を保ちますので、ON･OFFの手間がいりません。
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航海の安全を願い、60年にわたる経験

と卓越した技術が生みだしたTAMAYA

航海機器。厳選された材質と優れた撫

造から生まれる高い精度と堅牢度、使

〃

目次/Co"tenfs｜
’

い易さなど、その優秀さは内外の商船、

漁船をはじめ、ヨットマンの問でも絶

大な信頼と好評を博しています。

一

’
六分儀と云えばTAMAM･･…．･･MMMと云えば六

分儀の代名詞にさえなっています。六分儀の

中の六分儀、優れた性能を持つ反射鏡やシエ

ードグラス。これら、全ての製品にJES船舶

8201以上の精度に調整し、器差表を作製添付

いたしております。

■仕様●標準単望：7×50●照明f付●アー

ク＊ブロンズ●フレーム；耐蝕性軽合金
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， 測血“船舶榎準時計MQ－2可

小型船舶向けに作られた船舶時計です。

完全防湿椴造、温度特性のよい4MHZクオー

ツの組合せは航海の安全をお約束します。

■仕様⑧精度：月差4.5.●作動温度: -10℃

～や50℃●夜光塗料：自発光塗料、時分針及び5

分おき表示
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●18種の航法計算内蔵のミニコンピューター

最新の測量結果(WGS-72)による離心率を採

用。m/ft単位の切換えもスイッチひとつ。応

用範囲の広い|G,Cモード等､数々の特長をもっ

ています

■仕様●'8種の航法計算内蔵●袈示桁数t 10

桁（小数部≦9桁）●電簿:A.C,D.C両用●木範ケ

ース付

●カタログ請求お問い合せは下記住所へ

○ヵ号◆争争や

争分与■ ｡■●号

▲◆申寺守りG◆

航海・測量・気象機器 専門商社

表紙 三菱爪工離侭崎造船所で昨年11)1竣工したSeafarerShipping社向け8万DWT咽タンカー

"NORDICSPIRrlb本船は2鰹建造船の鋪1船で．世界で初めてIMCO規準の分離バラ

ストタンクノゴ式を採用した我吃水船'i'!のタンカーである。本船の詳細主要目は76頁の竣13

船一覧を参照。
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長年の実績と信頼された製品
○nthe′'S6YA''PatrolVesselwithFlightDk.

ofMaritimeSafetyAgency
ウオーターブラスト用防錆剤

口海上保安庁新造船艇シリーズ（5）

ヘリコプターとう載型巡視船ハイビットとは.…･･･ ･

ウォータープラスl､工法による素地,淵維では水を使朋する

ため雄渋而の乾燥までにサピが発生してしま↓､まず。この

サピの発生ぞ防止するためﾒﾆIﾙ1発きれた防錆剤がrハイ
ビット」です。 ′､イピットは各祁の塗料に対して祷粁を
限‘眼1郷､たしません。

6‘ 一 夕，

そっや

日本鋼管鶴見造船所造船設計部

byShipbuildingDesignDept. 'rsurumiShipyard,NipponKokan
○ウォータージェット工法用

○ウエットブラスター用

○ジェットクリーニング用

等各種 I まえがき

海上保安庁に所属する巡視船は従来350トン型が

主体となっていた。しかし昭和52年7月1日に領海

法及び漁業水域に関する暫定措侭法が施行され,わ

が国の領海の拡張， 200海里漁業水域が設定され

た。この広大な水域での監視取締りを行なうため’

大型でかつ高性能の巡視船の必要性がク巨一ズアッ

プされた。

本船はこのような各方面の期待に応えるため’建

造後既に40年と老朽化した巡視船「宗谷」の代船と

して予算が承認され，海上保安庁創立30年来股大で

あり，最高の性能を有する船舶として，同庁船舶技

術部の総力を挙げて計画された。これを建造する栄

誉に浴したわが日本鋼管㈱としても’そのご期待に

そうよう当所の実繍を充分に生かした優秀船を完成

させるよう努力した。

本船の特徴としては在来の巡視船と比較して，行

動範囲の広い大型船であること，耐氷構造を持つ氷

海航行型であること，ヘリコプターとう戦に関連す

る設伽を有すること等が挙げられる。特にヘリコフ°

ターとう戦により，その機動性を生かして本船の警

俄救難能力が画期的に高まることが期待されてい

る。

以下本船の概要を紹介する。

主要寸法

全長 98.60m

喫水線長（計画常鮪状態) 90.00m

型幅 15.60m

型深 8.00m

型喫水（常備状態) 5.20m

計画トリム 0

排水量（常術状態) 3,803.14t

玄弧(ORD Oにて) 1.000m

玄弧(ORD 10にて) 0.320m

キャンパー（_上甲板幅15.60mに対して）

0.300m

キャンパー（船首楼甲板幅15.60mに対して）

0.150m

総トン数 3,136.75上

速力，航続距離など

速力（常術状態計画常用出力にて）

約20ノット

航続距離 18ノットにて約6,600浬

連統行動日数 25日

最大とう戦人員

士官 21人

准士官 7人

科員 28人

その他 15人

計 71人

船体付諸タンク庫量

済水タンク 約252m3

重油タンク 〃6671113

予伽潤滑油タンク 〃 30m3

ワ
］

唖》昭光化学輪式会社
〒140束京都品川区南品ﾉ| |3-5-3a03(471 )4631

’ 盆

’ 3

4
－ながい経験と最新の技術を誇る－

大洋の船舶用電気機器
●発fu機●池肋磯及〔ﾉWNI御装磁●紀砥雛●睡源内勤化装睡●コンソールパネル●ファン

主要目等

船質航行区域等

船質鋼製

船型船首楼型

航行区域遠洋

Ⅱ

1．

／撚職騨欝巽鯛剛”盆大澤電機蕊
Ｐ
Ｄ

7

’



長年の実績と信頼された製品
○nthe′'S6YA''PatrolVesselwithFlightDk.

ofMaritimeSafetyAgency
ウオーターブラスト用防錆剤

口海上保安庁新造船艇シリーズ（5）

ヘリコプターとう載型巡視船ハイビットとは.…･･･ ･

ウォータープラスl､工法による素地,淵維では水を使朋する

ため雄渋而の乾燥までにサピが発生してしま↓､まず。この

サピの発生ぞ防止するためﾒﾆIﾙ1発きれた防錆剤がrハイ
ビット」です。 ′､イピットは各祁の塗料に対して祷粁を
限‘眼1郷､たしません。

6‘ 一 夕，

そっや

日本鋼管鶴見造船所造船設計部

byShipbuildingDesignDept. 'rsurumiShipyard,NipponKokan
○ウォータージェット工法用

○ウエットブラスター用

○ジェットクリーニング用

等各種 I まえがき

海上保安庁に所属する巡視船は従来350トン型が

主体となっていた。しかし昭和52年7月1日に領海

法及び漁業水域に関する暫定措侭法が施行され,わ

が国の領海の拡張， 200海里漁業水域が設定され

た。この広大な水域での監視取締りを行なうため’

大型でかつ高性能の巡視船の必要性がク巨一ズアッ

プされた。

本船はこのような各方面の期待に応えるため’建

造後既に40年と老朽化した巡視船「宗谷」の代船と

して予算が承認され，海上保安庁創立30年来股大で

あり，最高の性能を有する船舶として，同庁船舶技

術部の総力を挙げて計画された。これを建造する栄

誉に浴したわが日本鋼管㈱としても’そのご期待に

そうよう当所の実繍を充分に生かした優秀船を完成

させるよう努力した。

本船の特徴としては在来の巡視船と比較して，行

動範囲の広い大型船であること，耐氷構造を持つ氷

海航行型であること，ヘリコプターとう戦に関連す

る設伽を有すること等が挙げられる。特にヘリコフ°

ターとう戦により，その機動性を生かして本船の警

俄救難能力が画期的に高まることが期待されてい

る。

以下本船の概要を紹介する。

主要寸法

全長 98.60m

喫水線長（計画常鮪状態) 90.00m

型幅 15.60m

型深 8.00m

型喫水（常備状態) 5.20m

計画トリム 0

排水量（常術状態) 3,803.14t

玄弧(ORD Oにて) 1.000m

玄弧(ORD 10にて) 0.320m

キャンパー（_上甲板幅15.60mに対して）

0.300m

キャンパー（船首楼甲板幅15.60mに対して）

0.150m

総トン数 3,136.75上

速力，航続距離など

速力（常術状態計画常用出力にて）

約20ノット

航続距離 18ノットにて約6,600浬

連統行動日数 25日

最大とう戦人員

士官 21人

准士官 7人

科員 28人

その他 15人

計 71人

船体付諸タンク庫量

済水タンク 約252m3

重油タンク 〃6671113

予伽潤滑油タンク 〃 30m3

ワ
］

唖》昭光化学輪式会社
〒140束京都品川区南品ﾉ| |3-5-3a03(471 )4631
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チテスl､を行ない，最適の水路の断面菰および邪魔

板の形状が決定された。（前頁図参照）

減揺水槽の櫛造は水路での水の抵抗をなくすため

フレームやブラケット類はすべて水路の外側に出し

た。また移動する水の当たる邪魔板や側壁には騒音

を防止するための吸音消波材を取付け，騒音の発生

を押さえた。このため減揺水槽からの騒音の発生は

ほとんどなくなった。また天井部への水のはね返り

と水の移動に伴なう通風筒から吹き出す水の防止の

ため，通風筒の位腫概造にも配慮がなされた。

次頁に減揺水栖ベンチテストの結果を図で示す。

3． ヘリコプターとう載関連設備

(1)格納庫

格納庫内甲板には，ヘリコプター固縛用サンクン

アイを配腫している。またヘリコプタースキッド部

には保謹材としてゴムクッションを装備している□

内壁はすべて防熱を施工し，庫内には各種工具箱，

整術用プラットフォーム，脚立，およびドライホー

ニングマシン，ルプリケータ等の整備用具を収納し

ている。

(2)シャッター

格納庫用扉として25m×5mのステンレス製，電

動駆動シャッターを設けている。本装侭は25m/秒

の風速時においても開閉可能なもので，下部には融

氷用として蒸気導通管を設けている。また非常開閉

も可能な手動開閉装匿を装備している。

(3)ヘリコプター引出し，引込みウィンチ

ヘリコプター引出し，引込みのため，引込みウイ

ンチを格納庫内に，引出しウィンチを飛行甲板下に

各々設けている。力量はいずれも400/2001屯×11/

22m/minで，各操作は1台のウィンチを使用し，

暴走防止のため控索を設けている。

(4)航空燃料油ポンプおよびタンク

航空燃料油JP-Sのヘリコプター給油および燃

料油タンク注油用として飛行甲板下のポンプ室に，

吐出容量約80Z/minのポンプを設けている。総容

R20kZの燃料油タンクは飛行甲板下に3分割して

設け，各々高液面警報装置を装備している。ヘリコ

プターへの給油は，ポンプ室に格納されたホースリ

ールを介し，飛行甲板上ハッチよりピストルノズル

を取り出して行なうことができる。

(5)飛行甲板手摺装侭

ヘリコプター離着船の際，飛行甲板の手摺を水平

状態に倒す電動油圧起倒装置を装備している。手摺

は軽合金製とし，全体を7分割として1ハンドルに

て全手摺を油圧シリンダーにて起倒できる装置とな

二一を設けている。更に舵と船体との間に砕けた氷
がはさまることを防ぐために鯉相互の間隙はできる

だけ小さくしており，舵前端で約30mm,上端で約
75mmとなっている。舵は下部にピンI､ルをもつ平

衡舵で舵頭材とは一付で圧入し結合している。プロ
ペラ軸もポッシング構造の採用で氷塊から保謹さ
れ，翼と船体の間に氷塊がはさまったり，翼の一部
分が脱落するような状態に対しても，十分な強度を
有するようにボッシングの柵造を考慮している。
船殻櫛造はNK･AA級耐氷椛造のほかにNV砕
氷船規則，保安庁基地を考虚して決定した。特に耐
氷範囲は次の条件で強度検肘を行なった。即ち外板
に対しては線荷亜として船首部で35T/M,中央部
20T/Mでの氷圧，肋'W･に対しては，それぞれ100T

/M, 70T/Mを考慮した。

補強範囲は外板は船首部で喫水線上650mmから
船底まで中央部より後方では同様に100m/mまでを
増厚した。肋悩.については船首部|0.25Lまでは，船
底から上甲板まで，それより後方では上部，下部の
各船側縦通桁間に中間肋骨を配砥している。更に特
設肋骨および特設横侭梁は般大4肋骨心距，一般に
は3肋骨心距毎に設けて剛性を高めている。

船底構造も機関室の二重底を可能な限り前後部へ
張りつめ椛造の縦通桁として延長して，榊造の連続
性と船底部の剛性向上を計っている。
なお，氷海航行で氷との接触により溶接ビードが

摩耗する可能性があるので，船体前方部分のビード
は平滑に仕上げた。同様の目的で各種船外吐出管も
できる限り耐氷期厚部を避けて開孔しているが，移
設できない管について，外板と面一になるように取
り付けて，氷による損傷を防止するようにしてい

る。

2, NKK式減揺水槽

本船はヘリコプターの発若のため，および冬期海
の荒れる北方海域がその主活動地域であるため横揺
れの軽減には特に考慮がなされており，横揺れ防止
装置として，ピルジキール,NKK式減揺水槽，ス
ペリー式フィンスタビライザーの3菰類が装備され
た。

NKK式減揺水槽は，本船の常術状態および満戦

状態に対して計画されたが，常備状態では特に条件
の厳しい満戦状態で設計することにより，十分な減

揺水稚の効果が期待できるので，満赦状態を基準に

して周期9秒の規則波を受け，同調横揺れを起した

場合の船の同調横揺れ角を約躯に1経減することを目

標とした。これをもとに決定された要目で模型ベン

潤滑油溜タンク 〃 40m3

バラストタンク 〃416m3

釣合タンク 〃180m3

変節油タンク 〃 15nl3

軽油タンク 〃 5m3

主磯関

主機 v型単動4サイクル趣合ディーゼル

機関（滅塑鱈車装置付）×2

定格出力7,800PS×520rpm

常用出力6,630PS×500rpm

燃料消費率（定格にて）

約1509/PS･hr(10200kcal/kg)
プロペラ

型式 可変ピッチプロペラ

翼数 4

直径 3.5m

材質 アルミニウム青銅鋳物

発電機

交流発電機 650kVA450V60Hz 2台

150kVA450V60Hz l台

同上原動機（4サイクル，過給ディーゼル， 6

シリンダ) 850PS×720rpm×2台

200PS×1200rpm×1台

9．ヘリコプター関連設陥

ヘリコプター ベル式212型×1機

移動用ウインチ 約200kg×20/10m/min

×2組

同上電動機 カゴ型極段変換1.5KW×2台

ヘリコプター用電源装腫

24KWDC30V800A

航空燈火および水平指示燈一式

ヘリコプター識別装世 1台

10.減揺装確

フインスタピライザー（折込式）

揚力約30トン×2

減揺タンク 水量約64トン

6

7

Ⅲ船体部

1． 耐氷溝造

本船は氷海航行を考腫して船首形状は，基線に対

して約27度の傾斜をもつ砕氷船型とし，横断面も氷

海に閉じ込められた場合を考慮して，約15度の傾斜

をもつ傾斜玄側型をとっている。船尾は巡洋艦型と

し，氷海での後進時に舵を保液する目的でアイスシ
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チテスl､を行ない，最適の水路の断面菰および邪魔

板の形状が決定された。（前頁図参照）

減揺水槽の櫛造は水路での水の抵抗をなくすため

フレームやブラケット類はすべて水路の外側に出し

た。また移動する水の当たる邪魔板や側壁には騒音

を防止するための吸音消波材を取付け，騒音の発生

を押さえた。このため減揺水槽からの騒音の発生は

ほとんどなくなった。また天井部への水のはね返り

と水の移動に伴なう通風筒から吹き出す水の防止の

ため，通風筒の位腫概造にも配慮がなされた。

次頁に減揺水栖ベンチテストの結果を図で示す。

3． ヘリコプターとう載関連設備

(1)格納庫

格納庫内甲板には，ヘリコプター固縛用サンクン

アイを配腫している。またヘリコプタースキッド部

には保謹材としてゴムクッションを装備している□

内壁はすべて防熱を施工し，庫内には各種工具箱，

整術用プラットフォーム，脚立，およびドライホー

ニングマシン，ルプリケータ等の整備用具を収納し

ている。

(2)シャッター

格納庫用扉として25m×5mのステンレス製，電

動駆動シャッターを設けている。本装侭は25m/秒

の風速時においても開閉可能なもので，下部には融

氷用として蒸気導通管を設けている。また非常開閉

も可能な手動開閉装匿を装備している。

(3)ヘリコプター引出し，引込みウィンチ

ヘリコプター引出し，引込みのため，引込みウイ

ンチを格納庫内に，引出しウィンチを飛行甲板下に

各々設けている。力量はいずれも400/2001屯×11/

22m/minで，各操作は1台のウィンチを使用し，

暴走防止のため控索を設けている。

(4)航空燃料油ポンプおよびタンク

航空燃料油JP-Sのヘリコプター給油および燃

料油タンク注油用として飛行甲板下のポンプ室に，

吐出容量約80Z/minのポンプを設けている。総容

R20kZの燃料油タンクは飛行甲板下に3分割して

設け，各々高液面警報装置を装備している。ヘリコ

プターへの給油は，ポンプ室に格納されたホースリ

ールを介し，飛行甲板上ハッチよりピストルノズル

を取り出して行なうことができる。

(5)飛行甲板手摺装侭

ヘリコプター離着船の際，飛行甲板の手摺を水平

状態に倒す電動油圧起倒装置を装備している。手摺

は軽合金製とし，全体を7分割として1ハンドルに

て全手摺を油圧シリンダーにて起倒できる装置とな

二一を設けている。更に舵と船体との間に砕けた氷
がはさまることを防ぐために鯉相互の間隙はできる

だけ小さくしており，舵前端で約30mm,上端で約
75mmとなっている。舵は下部にピンI､ルをもつ平

衡舵で舵頭材とは一付で圧入し結合している。プロ
ペラ軸もポッシング構造の採用で氷塊から保謹さ
れ，翼と船体の間に氷塊がはさまったり，翼の一部
分が脱落するような状態に対しても，十分な強度を
有するようにボッシングの柵造を考慮している。
船殻櫛造はNK･AA級耐氷椛造のほかにNV砕
氷船規則，保安庁基地を考虚して決定した。特に耐
氷範囲は次の条件で強度検肘を行なった。即ち外板
に対しては線荷亜として船首部で35T/M,中央部
20T/Mでの氷圧，肋'W･に対しては，それぞれ100T

/M, 70T/Mを考慮した。

補強範囲は外板は船首部で喫水線上650mmから
船底まで中央部より後方では同様に100m/mまでを
増厚した。肋悩.については船首部|0.25Lまでは，船
底から上甲板まで，それより後方では上部，下部の
各船側縦通桁間に中間肋骨を配砥している。更に特
設肋骨および特設横侭梁は般大4肋骨心距，一般に
は3肋骨心距毎に設けて剛性を高めている。

船底構造も機関室の二重底を可能な限り前後部へ
張りつめ椛造の縦通桁として延長して，榊造の連続
性と船底部の剛性向上を計っている。
なお，氷海航行で氷との接触により溶接ビードが

摩耗する可能性があるので，船体前方部分のビード
は平滑に仕上げた。同様の目的で各種船外吐出管も
できる限り耐氷期厚部を避けて開孔しているが，移
設できない管について，外板と面一になるように取
り付けて，氷による損傷を防止するようにしてい

る。

2, NKK式減揺水槽

本船はヘリコプターの発若のため，および冬期海
の荒れる北方海域がその主活動地域であるため横揺
れの軽減には特に考慮がなされており，横揺れ防止
装置として，ピルジキール,NKK式減揺水槽，ス
ペリー式フィンスタビライザーの3菰類が装備され
た。

NKK式減揺水槽は，本船の常術状態および満戦

状態に対して計画されたが，常備状態では特に条件
の厳しい満戦状態で設計することにより，十分な減

揺水稚の効果が期待できるので，満赦状態を基準に

して周期9秒の規則波を受け，同調横揺れを起した

場合の船の同調横揺れ角を約躯に1経減することを目

標とした。これをもとに決定された要目で模型ベン

潤滑油溜タンク 〃 40m3

バラストタンク 〃416m3

釣合タンク 〃180m3

変節油タンク 〃 15nl3

軽油タンク 〃 5m3

主磯関

主機 v型単動4サイクル趣合ディーゼル

機関（滅塑鱈車装置付）×2

定格出力7,800PS×520rpm

常用出力6,630PS×500rpm

燃料消費率（定格にて）

約1509/PS･hr(10200kcal/kg)
プロペラ

型式 可変ピッチプロペラ

翼数 4

直径 3.5m

材質 アルミニウム青銅鋳物

発電機

交流発電機 650kVA450V60Hz 2台

150kVA450V60Hz l台

同上原動機（4サイクル，過給ディーゼル， 6

シリンダ) 850PS×720rpm×2台
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6

7

Ⅲ船体部
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減揺水槽ベンチテスト結果
また居室への騒音防止には特に留意して次の対策

が識じられている。

a)機関室からの騒音の侵入を防ぐために機関室

囲壁を十分なるグラスウール張りを行ない，また

機関室直上の外板側壁と機関室囲壁に接する壁

は，鉛板張り厚合板で内張りを施工している。更

に床からの侵入音を防止するためコンポジション

の厚さを考噛している。

b)空気調和機室は騒音の減少を図るため囲壁に

吸音材を張り，機器には防振ゴムを取付けてい

る。

c)減揺タンクの波音も騒音源の一つとなるた

め， タンク内に吸音材の取付を行なっている。

っている。また油圧低下による手摺の倒れが生じな

いメカニカルロック装慨も装伽している。

(6)消火装世

ヘリコプター雛藩船時の火災事故に倣え，泡原液

タンク容戟1200Jのダイアフラム式泡消火装磁を装
附し，格納庫天蓋上に8”の放射銃2華を設けてい

る。本装侭は非常用消火ポンプを運転状態にし，放
射銃脇にある操作盤より非常用消火ポンプの吐出側
電動弁を作動して瞬時に泡放射可能なものとなって
いる。

4． フィンスタビライザー装置

航海時における減揺対策としてフィンスタピライ
ザを装伽している。本装腫は，揚力制御方式を採用
し，船速18ノットで30Tの揚力を発生させる能力を
有している。操作は機関操縦室にて，油圧ポンプユ
ニットの発停，フィンの張出し格納等を行ない，ま

た操舵室にてフィンの張出し，格納，安定化等を行
なうことができる。

5． 7米型高速警備救難艇用揚艇機

高速警附救難艇の場降し用として，旋回式のダピ
ットを装伽している。本装腫には荒天時の使用を目

的としたスエルコンペンセータが設けられている。

このコンペンセータは7kg/cm2の圧縮空気を醤圧し

たエアシリンダーにて艇の上下運動を吸収すること
ができる。ダビットは捲上げ荷重および捲上げ速度
3T×18/9m/minのもので，旋回中の艇の自転防

止対策としてヨークが自励的に船体中心に平行に保
持できるようになっている。

6． 40ミリ機関砲および20ミリ機銃

船首楼甲板上に40ミリ機関砲，船橋甲板上に, 20
ミリ機銃を各々装備している。

7． 居住区

居住区および業務区画は5層からなり最上層には
操舵室･航空管制室.OIC(OperationsInformation
Center)室，その下層には送信機室・通信室．船長

室，下3層には公室・居室などが配侭され，最大搭
乗人員71名の居住設伽が設けられている。

准士官以上を個室とし，乗組員のために休憩室．
図書室・集会所等を設け，また本船の迎航目的から

医務室・病室・取調室・保識室等が設伽されている

本船は北方型であるため，防熱．結露等十分な配

慮を行ない，居住区画外周に発泡ウレタンフォーム

を施工している。また水管関係の凍結防止として防

熱および水抜も十分考慮されている。更に砕氷時の

振動を考慮し造作工事など，特に注意を払った設計

を行なっている。
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Ⅳ機関部

1． 主機軸系

本船は業務上，低負荷長時間使用も必要とされる

ため，主機台数が多い方が好ましいが，一方，機関

室の大きさ，配侭，維装重量，保守，価格等の面で

主撰台数は制限される。

可変ピッチプロペラの採用，低負荷性能の良好な

主機機種の選定により， 2機2軸で本船の要求性能

のほぼ全域で使用可能であることを確認し， 2機2

軸方式が採用されている。

(1)主機

主機の選定にあたっては，低速楼関（減速装世無

し）と中速機関（減速装置付）とが考えられたが，

本船のプロペラ効率上有利な回転数が230rpm("

統最大）であることまた大きさ，重量の面からも中

速機関の採用が適切であると判断され，実績の多い

12PC2-5Vを選定し，入札の結果!,NKK-SEMT

製, 12PC2-5Vが2基とう戦されている。主要目

は次の通りである。

型式v型単動4サイクル過給ディーゼル機関

（非逆転式）

シリンダ数 12

シリンダ径 400mm

ピストン行程 460mm

連続最大

出力 7800PS

回転数 520rpm

平均有効圧力 19.46kg/cm2

(2)減速歯車装瞳

主機は新潟コンバータ㈱製1段減速ﾉ､スバ歯車減

速装磁と弾性接手を介して結合されプロペラを駆動

する。 （17頁へつづく）
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室，下3層には公室・居室などが配侭され，最大搭
乗人員71名の居住設伽が設けられている。

准士官以上を個室とし，乗組員のために休憩室．
図書室・集会所等を設け，また本船の迎航目的から

医務室・病室・取調室・保識室等が設伽されている

本船は北方型であるため，防熱．結露等十分な配

慮を行ない，居住区画外周に発泡ウレタンフォーム

を施工している。また水管関係の凍結防止として防

熱および水抜も十分考慮されている。更に砕氷時の

振動を考慮し造作工事など，特に注意を払った設計

を行なっている。

6

志
遷
謹
、
貢
隼
室
華
雲
筐
ｐ
冒
○
式
角
ｚ
ｃ
巨
廷
○
国
星
○
三
発

常蝋状態

技傾斜4度謹
廷
鐸
、
雪
軍
睾
垂
毒
壁
○
阜
○
式
跨
乏
○
国
乏
昌
縄
乏
。
く
室

一
。
－
４
一
３
ワ
ニ
－
宝
０

Ⅳ機関部

1． 主機軸系

本船は業務上，低負荷長時間使用も必要とされる
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し）と中速機関（減速装置付）とが考えられたが，
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速機関の採用が適切であると判断され，実績の多い

12PC2-5Vを選定し，入札の結果!,NKK-SEMT

製, 12PC2-5Vが2基とう戦されている。主要目

は次の通りである。
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ホ）操縦場所の切替および始動時等に必要なインタ

ロックを設ける。

(6)連絡通侭装砥

主機および可変ピッチプロペラの調整運転，遠隔

操縦装腿故障時に行なう淡側運転並びに補機の機側

作業用として下記の通信装置が設けられているほか

所要のテレグラフを倣えている。

主要目は次の通りである。

出力軸回転数（連続最大) 229.3rpm

歯数 41/93

減速比 2.268

モジューノレ 1‘l

圧力角 25．

ネジレ角 8･

基準ピッチ円直径 579.64/13148

主スラスト軸受 ミッチニル式

弾性接手 ガイスリンガ接手

(3)可変ピツチプロペラ

巡視船としての本船業務の特殊性を考慮し，操船

性能，操縦性，低速を含めた船速の選択，主磯出力

の有効的な利用等の点で長所を持つ可変ピッチプロ

ペラが採用されている。

主要目は次の通りである。

型式 川崎エツシヤウイス式

1250NS/380R

う．ロペラ回転数（連統簸大)229.3rpm

プロペラ直径 3500mm

プロペラ翼数 4

変節方式 油圧式

(4)振り振動

各軸系要素は握り振動上問題無く，従って特に使

用禁止回転数域は設けていない。ただし，低回転域

で減速機において1節3.0次の付加トルクが平均伝

達トルクを越え，チャタリングを起す-ため，最低回

転数（始動回転数）は主機回転数で250rpmに設定

した。

(5)遠隔操縦装腫

イ）主機および可変ピツチプロペラの操縦は，操

舵室における遠隔操縦を原則とする。

ロ）船速の調整および前後進は，主機の回転数お

よび可変ピッチプ画ぺうの翼角制御により行な

う。

ノ､）遠隔操縦装置故障等非常時用として，操舵室

および機関操縦室に主機の非常停止装置を設け

る。

二）操縦場所および操縦内容は下表の通り。

遍安
三
《

■

｜機関操縦室|主機機側IcPP機側
一

一

操舵室 ’○．’ ○ ’○。
l l ， ○ ’○。機関操縦室 ’一」

主機機側 ’○ 一 ’○

○：共電式電話1回路，◎：自動式電話1回

路

(7)保識警報監視計測記録装置

イ）主機は下記の要因で自動的に停止する。

主機潤滑汕圧力低下

減速装置潤滑油圧力低下

主機クランク室ミスト異常

主機過速度

母線無電圧

ロ）主機および減速歯車装置それぞれの潤滑油圧

力低下時には休止潤滑油ポンプは自動始動す

る。また可変ピッチプロペラ変節油ポンプは機

関操縦室内補機制御表示盤から遠隔発停ができ

る。

ハ）機関監視記録装置により，監視計測警報記録

を行なう。

二）機関操縦室内主機操縦盤に主要な流体の圧力

計測のためにブルドン管式圧力計を装備すると

共に，機関監視記録装置による呼出表示も行な

う。各部温度に関しては，機関監視記録装腫に

よる呼出表示のみとする。

ホ）機側状態表示盤には，各種圧力計を設けると

共に，総合警報表示灯を必要数設けている。

ー

P

士官室

機関操縦

機関操縦室

補機器

次
運
１

２
な
く
。

切
実
台
る

次

〔1

の主な主機用補機に関しては， 本船の安全確

航が行なえるよう2機の主機に対し，各々3

台で1磯の主機をまかなえる〕 装術されてい

』
機主 CPP

翼角制御始勤停4回転制御|非常停 主機冷却海水ボン フ

操舵室’ ○ ’ ○ ’ ○ ’ ○ 主機冷却消水ポンプ

１
１

’ ○ ’ ○ ｜監視
羊磯潤滑油ボン 、

マ
フ
プ

機関操縦室’ ○
燃料油供給ボン

○ ’ 一 ’ ○機 側’ ○ ’ 本船は巡視船と しての特殊性から，主機を低負(2)
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15,000重量トン型多目的貨物船

1

1

‘‘ 一

仁 |＜
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…

..FREEDOMMARKII･･は，昨年本誌で紹

介した･､FRIENDSHIP･･と多くの点で共通の

設計理念のもとに開発きれたシリーズ船で、
石jI I胤擶麟飯エ業が世に問う醜IJUI的な試みが

郁々取り入れられている多且的旋物船である。
吋シリーズの概要は本文29JF[に綱'lifLたが．

以下に写真でその特徴を凡ていただこう。な
お写真の説明は．阿祉の鋪一雄本設計部によ
るものて患ある‐

②船鱸内の臓物雛付状態。総ロを広くとってあ

るので．オーノ＜一ハングカぐ少なく術操り作業も

大して必要ないこと力管わかる。研卜航縦迭はあら

ゆる雛炎および角埋憧物を効率良く縦み付-ける

二と力ぐできるよう筒｡胆きれており． ′ぐイブ’零の

暹尺4勿もたやすく欲める⑥

L ｡

①コンテナ船に比"jし得る広大な航[ 1および塵
人なハ･シチカノく一『, Nosheer･,Nocamberの
1 11』板には余分な縦装品を一切配澁しておらず
非'端にclearである。この特徴により、容易に
より多く'11板上街物の賊み付けが可能となって
いる‐



l油識』『－－両
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’
④本船のCargoGearは本船のために特別に開

発きれたH.S､C. (HorizontalSlewingCargo

Gear)である。

優秀なSPotabilityを持つ本I･1.S.C､と広大な舶

口とにより荷役能率は格段に向上した。本H.S.

Cの特徴であるHydrauliccylinderによる、

'Ibpping-upおよびSlewingOPerationは1Vire,

sheaveの数を半減きせる等、保守盤ｲili面にも細

心の注意力ご払われている。
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⑤Retractable.I,veenDeck｡ 4枚制.で片1則2
枚一づつの中疵れhinge-up tyPeである,､Tween

DeckSpaceは検方向のオーノく－ハングは皆無

であり. 'IWcenDeckl刑状態で‘は航後‘のオーノ､9
－ﾉ、ング部分も完全なGrainTightになり､Sin

gleDeckcrとして磯能する。
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③船舶内へのコンテナ械付状態。8’×8‘×20‘

または40のコンテナを5駿俄むことができる。

二販底はコンテナのDirectLoadingに耐える

ようpoint loadに対し十分袖強されている。コ

ンテナ砿みには本船の221_fI’H､S､C,でほとんど

用力<足りている力誉． 40′の特に亜いコンテナに対

しては50LTHS.C.が活離している。
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⑥2枚割中折れhinge-uptypeの上甲板ハッチ

カバー。開閉はカノく一端部にある2本の油圧シ

リンダにより行なわれる。カバー上にはコンテ

ナ識付･用にConeSocketが取付けられている。

本ﾉ、シチカノ＜一には油圧式自動クリ－1､が級け

られている．

⑦機I對部の特徴であるIntegratedMainPro.

pulsionSystemを示す櫟型。主磯は中速のIHI

SEMT12PC2-2V(MCR6,000PS)であり、減速

機，可変ピツチフ°ロベラ．主発迩機．主機IKjillg

袖擁を一つのユニ‘ﾝﾄに組み合わせた画期的な

システムである。詳細Iは後述説剛j文を参照され

たい。このシステムに対しABSより 〔主要目〕
の砿にある全く新しいNotation力ぐ付与きれてい
る。

⑧Auxil iaryControl Station・本船は通常航

海中は機関室は無人化逆'1藍きれる。従って本船

の機関室には従来のごとき機1期制御宗は識けら

れておらず． また，機i掲室主床に設けられた本

sta,tionにも主機の初jりI起動に必要な計器およ
び各諏温産．圧力レベル等のモニターノぐネルカ『

設澄きれているのみである。飽くまでも主たる
主機の制御場所は操舵竈であるという設計･思想
カゼ少Lf*'化きれも.の

臓雷 鐸息壷---＝

L－
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15,000重量トン型多目的貨物船

噂eFBFEDOMMARKJI"シリーズの概要

Onthel5,000DWTTypeMulti-PurposeCargoCarrier

4FRFFDOMMARK-II"

bylshikawajima-HarimaHeavylnduStriesCo.,Ltd.

石川島播磨重工業

新造船営業室第一基本設計部

しながら最大限顧客の要望に応えることは，シリー

ズ船として永く愛されるために是非必要であり，最

近益々進行しつつある海上貨物のコンテナ化，パッ

ケージ化に対しても十分配慮した設計になってい

る。次に述べるCargoGearのCapacityの幅広

い選択を可能としたことを合わせ，広大な鮪口，十

分な強度を有する二重底，鱸口蓋により数多くのコ

ンテナ貨物蔽付が可能である。

(c)幅広いCargoGearの力量

本シリーズ船には，独自に開発されたHorizontal

SlewingCargoGear(H,S.C､）が採用されてい

るが，選択可能な力量として10LT, 15LT, 22LT,

25LT, 50LTを用意している。50LTは2基の25LT

ブームにて共吊りし，ポストを回転させる方式のユ

ニークなものである。 20ft., 40ft・コンテナに対し

ては22LT, 50LTH.S.C・で十分対応できるし，

一般的な重量物Cargoに対してなら50LTH.S.C.

で殆んと支障なく荷役できる。現在就航中の船にも

殆んど例外なく22LTH.SC． と共に50LTH.

S.Cが採用されている。

(d)各種ClassRuleに対する幅広い適応能力

Cl"Gは現在殆んどABSが採用されているが，

LRS,BV,NK等幅広い選択の可能性が開かれてお

り， また多目的貨物船として世界中どの航路にも就

航でき， どの港へも寄港できるようPanama,Suez,

St.Lawrence等の運河規則,,USCG,GreekRule

等の各国規則，オーストラリア港湾規則(A､W.W

F）等の荷役規則に適合するよう，基本設計の時

点から十分注意が払われている。

(e)機関室無人化運転

本項目は15名による運航を可能とするための必須

条件であり，考え方としては出入港をも含む通常航
海時に，機関制御を含む全ての操船を操舵室より1

1 まえがき

FREEDOMMARK-IIシリーズは昨年8月末第

1船が引き渡され，その後引き続き第2，第3船と

引き渡されて現在までに既に5隻が就航している。
その問，本シリーズ船は極東，東南アジア，中近

東，アフリカ，欧州，北米，中南米とほぼ全世界に
足跡を残し，各地で好評を得ている。

本FRFFnOMMARK-IIシリーズは，先に本
誌1978年9月号にて紹介されたFRIENDSHIPシ
リーズと多くの点で共通の設計理念のもとに開発さ
れたシリーズ船であり， 1980年代の多目的貨物船と

して多くの顧客に愛されるよう，称々の画期的な試

みが取り入れられている。

以下に本シリーズ船の特記すべき特徴をまず述

べ，然る後に設計上の雄本桝想に沿って各部を紹介
する。

温態時の主機発停にまで及んでおり．機関の初

期始動以外，操船に関するコントロールは何で

もこの部屋でできるようになっている。機器配

砿は航海士1人で楽に取り扱えるよう機能的に

手近に配蹴きれてし､る。

一

０１
ｉ
ｆ
ＩＩ

ｑ
日
Ｌ
口
．
１
１
■

＃ 2． 本シリーズ船の特記すべき特徴

(a) 15名による運航

乗組員数を大幅に減少させることができるのは，
船主にとって大きな魅力の一つであるが，本シリー

ズ船においては単に数を減ずるのみでなく，甲板
部，機関部を問わず熟練者でなくとも，簡単に取り
扱える船を造ることに心を砕いた。その結果として
GeneralPurposeCrewの登用が可能となってい

る。設計上，最小定員は15名としており，既にギリ

シャ政府よりも現時点で， 16名による運航が許可さ

れ，現在就航している船はほぼ例外なく16名乃至17
名にて巡航されている。

(b) コンテナ貨物に対する十分な適応能力
本シリーズ船は多目的貨物船で訪窓が，多目的貨

物船としての悩みは何でも積りﾉざ醤pに,特定の貨
物だけを讃む場合には限界があることである。しか

｜
～

I

⑩AdministrationOffice・操船装謎を除くほ

とんど全ての船内装髄の朧視機榊をこの部屋に

集中し，船内のコントロールタワー機能を持た

せると共に各郁率務機器をも架中し．船内率務

作業も全てこの部屋で行なえるようになってし、

る。従って乗組風の居室は完全なprivatezone

となっている。
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人の航海士の手のみにより可能としようというもの
である。そのために取られた措侭は，従来近代化，
省力化と言う場合多く採用されている‘‘超自動化”
構想でなく，従来の実織により証明された信頼性の
ある必要最小限の磯器を用いてシステムを単純化
し，誤操作を防止すると共に保守の手間を最小限と
するシステムの確立であった。

現在当初の目的はほぼ達成され， 1日2回の機関
室見回りを義務づけることにより通常航海時は機関

室は無人で運航されている。
(f) PlannedMaintenanceSystem

数多くの機器に対し効率良く保守整術作業を行な
うことを目的として,PlannedMaintenanceSystem
&SparePartsControlSystemを本シリーズ船の
ために開発，採用した。このシステムにより作業の
Schedulingが容易になると共に必要作業の見落し
もなくなるので，特に乗組員の交代があっても必要
な措置が確実にとれるようになっている。

ingはself-trimmingに成功している。

3－1－2船体雄装（外装）

a･ ノ、ツチカパー

本シリーズ船の広大なハッチカバーは当社にお

いて設計製作されたが，その設計上のポイントは

次の通りである。

①各ハッチカバー共2枚割りの中折れhingeUp

typeとし，油圧シリンダによる開閉システムを

採用した。

②ハッチクリートにも油圧シリンダによる開閉シ

ステムを採用し，ハッチカバーの開閉作業は全て

レバー操作によるonemfincontrolを可能とし

た。

③コンテナのDirectLoadingに十分耐えられる

ようpoint loadに対し補強した。

b.RetractableTweenDeak

本シリーズ船はTweenDeckerであるが，

TweenDeckを開いた状態では完全なSingle

Deckerとして使用できるのが一つの大きな特徴

となっている。この特徴を生み出したのがこの

RetractableTweenDeckであり，その設計上

のポイントは次の通りである。

①|TweenDeckの開口部は上甲板開口部と同

一サイズとし， 4枚割で両側2枚づっの中折れ

hingeuptypeとした。従ってNo． 1Holdを

除きTweenDeckSpaceの横方向のoverhang

は皆無であり,TweenDeckを開けば前後の

overhangpartも完全なGrainTightとなり，

SingleDeckerとして機能する。

②本TweenDeckの開閉には，上甲板ハッチ

カバーと同じく油圧シリンダによる開閉システム

を採用し， レバー操作によるonemancontrol

を可能とした。上甲板ﾉ､ツチカパー，クリートお

よび本TweenDeckの操作弁は3つ一体で各ハ

ッチのコーミング付･近に設けている。

C.CargoGear

先に述べたH.S.C.の設計･上のポイントは次の

通りである。

①BoomのTop･upおよびSlewingには油圧

シリンダを採用し,wire,sheaveの数を半減させ

ることにより保守整備の簡略化を計った。同時に

荷役の準術作業はﾉ､ツチカバー上に格納された

Boomをレバー操作によりTop-upさせるだけ

であり，非常に短時間でstand-by作業が可能と

なっている。

②CargoWinchおよびTrolleyTraversing

3． 各部の紹介

本シリーズ船設計に当たっては次の諸点を常時目

標として掲げ， どのシステム－つ一つについてもこ

れを頭から離すことなく設計を展開して行った。こ

のことは設計段階に留まらず逮造過程においても一

賀して貫かれており，建造過程においては特に実際

でき上りつつあるシステムのinspectionを通じて

feedback, refineを操り返しより良いシステムを

練り上げて行った。その諸点とは次のものである。

A.運航コストの削減

①燃費節減

②人件澱削減

③保守盤削減

④乗組員に対する安全設計および諸法規を採り

入れた安全設計

B・より有能な船を目指す

①コンテナを含むGennealCargoおよびDry

BulkCargoCarrierたること

②荷役時間の短縮

③Stevedore強の削減

④システムの容易な操作性

⑤快適な居住設伽

f4FREEDOMMARK

145.500m

137.000m

IIPrincipalParticulars

7kg/cmg

Cargogear HorizontaISIewingCargo
Gear(HSC)10LT, 5sets

Hatchcover Jack-knife typeonupper
deCkhandledbyhydraulic

cylinders,5sets

Jack-knifetyperetractable
tweendeckhandledcylin-

ders,5sets

Firefightingequipmet CO2 system for engine
roomandcargoholds

ST.LawrenceSeawayNEWigatingEquipment

CorgohOldventilation Mechanical

4irFonditiOpingforlivingquarter$
NavigationalEquipment r,K~~mmiili｡｡ [｡ "｡rmal

standard)．2ndrader･Te-
lexmachine･OMEGAre-

ceiver・Ship's performace
recOrder ･ SEAMATE-F

leadingca1culator

Designnumberofcrew l5persons

"loilconsumptiOn .Normal ot sea20.0t/d
(t/day) (".O.)･Cargohandling

(8hr/day)2.4t/d(D.O.)･
Pureinport 1.7t/d(D.0．）

CrUiSingrange l2,000Seamiles

CarryingCaPacity
Holdvolume

Grain 21,173m3
Bale 21,786ma

fIeavyfueloil l;122ma
Dieseloil 167m3
BallaStwater 6,330m8
WsshWater 57m3
Potablewater 34ma
Distilledwater 34m3
Containerloadingcap"ity 367～422TEU

Length(overall)

Length(betweenper-
pendiCularS)

Breadth(moulded)
Depth(moulded)

Draft,design(moulded)
Draft,scantling

(moulded)
Deadweight,design

Deadweight,scantling
Loadedservicespeed
Ballastedtrialspeed

abt

abt

abt

abt

abt

１
３
９

２
１

ｍ
ｍ
ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
４

０
１
０

●
■
◆
■
十
Ｌ

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
Ｏ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

9.450m

15,600LT

16,600LT

145knots

16．5knots

Calssi6cation
ABSEA1Eandrecorded

asGeneral andDryBulk

CargoCarrier_strengthened
forheavycargoes (No.3
holdmaybeempty) fbr
HullandWAMSplusspe-
cialnotationofNavigating
BridgeOperated, integra-
tedMainPropulsionwith
AIternativePropulsionwi-

thAlternativePropulsion
Engine.

3－1船体部

3－1－1船殻椛造

本シリーズ船は船殻構造上次のような特徴を持っ

ている。

①広い舶口を得るためTopSideにHoldPart

を全通するBoxGirder構造を採したこと。これ

により, Hold内への荷役は殆んどdirectspot･

tingによる領付が可能となった。

②容易に， しかもより多く甲板上貨物を秋付･可能

とするためNoSheer,NoCamberとしたこと。

それに伴い船首楼を設けたこと。

③船舶内の構造は貨物の積付，積み降ろしに支障

の無いよう配虚した。

④二重底はコンテナのDirectLoadingに十分耐

えられるようにPOint lOadに対し補強した。

⑤二重底を含む船舶構造は重量物Cargo積付に

対し十分補強しており，またGrab荷役に対する

補強も施している。また本シリーズ船は, witll

emptyholdにて貨物の満1世積付が可能であり，

そのための縦強度も満足するような船体椛造とし

ている。

⑤GrainStabilityを確保するため1種々工夫を

施した。その結果，本シリーズ船のGrainLoad

IntergratedSystem
Mainengine IHIS.E.M.T.Pielstlickl2

PC-2VIset

MCR6,000PSx520rpm

NOR5,400PS×520rpm
IHILips4-bladed4,500mm
dia. 1set

IHI parallel axis single
reduction single herical

withpowertake-o任

Shaftdriven alternatively
indepentdieseldrivenmain

generator500kWIset

Auxgenerator l60kW', 1
Set

C.P.P.

Reductiongear

Electricgenerator

SteamgeneratingplantCombinedexhaustgashea-
terandnashtypeoil 6red

boiler (sludgetype) 1set
Exhaustgasheatersection

1．1 t/h×7kg/cm2
Oil5redSectionO.6t/hX

3(） 31



一
一
一

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三一一一

茎
○
山
○
匡
山
Ｌ
ｑ
。
」
川
肺
川
卜
小

』

白
又
圧
く
乏
乏
Ｏ
口
山
山
圧
仏
】
の
り
Ｏ
Ｑ
Ｌ
．
且
’
豆
．
芝
俣
シ
ン
ロ
ロ
０
０
，
↑
も
卜
Ｚ
凶
室
山
０
Ｚ
く
匝
圧
く
４
く
圧
山
Ｚ
山
、

皐
￥
○
山
Ｑ
ｏ
ｚ
Ｎ

偲這_/つ1 boxgirderは居住区，機関室より船首楼への安

全通路となっており，荒天時あるいは甲板貨物満

赦時でも容易に交通できると共に，測深作業も安

全に行なえるメリットがある。ついでに述べると

本boxgirderは諸管，電線類の通路としても利

用されると共に, Holdの通風ダクトの役目も果

しており，上甲板をclearにするのに貢献すると

共に，諸維装品を風波より守り，保守整備の手間

を少なくするのに大きく役立っている。

3－1－3船体職装（内装）

a.操舵室

本シリーズ船の操作は先にも述べたように，出

入港時を含む通常航海中，常時1人あるいは2人

の航海士によりなされる。操舵室内の諸撰器，つ

まり操舵スタンド，主機制御装置， レーダー等は

飛行機のコックピットのように機能的に手近に配

置した。

b.AdministrationO価Ce

15名のCrewによる運航を確実なものとする

のに大いに貢献しているのが，本シリーズ船に採

用されているAdministrationSystemである。

BoatDeckに設けられたAdministrationOInce

に操船装置を除く殆んど全ての船内装置の監視機

構を集中し，船内のコントロールタワー機能を持

たせると同時に，各種事務機器をも集中し，船内

事務作業をも全てこの部屋で行なえるようにし

た。勿論，冒頭で述べたように甲板部，機関部と

いう色分けはしていない。この部屋に集中された

監視システムおよび事務機器等を以下に列記す

る。

(1)機関室警報システムのマスターパネル

(2)パブリック・アドレッサー

(3)機関室火災替報および同制御装置（室外）

（4職関室用CO2遠隔放出装置（室外）

（5>積付計算機

(6)タイプライター

(7)複写機 ，‘

(8)取扱説明書および図面類

更にこの部屋には保守点検のシステムとして，

当社で開発したPlannedMaintenance&SPare

PartsControlSystemが完伽している。

以上のシステムにより，全ての船内事務をこの

部屋で行なうこととし，乗組員の居室を完全な

privatezoneとすることに成功した。

WinchはBoom上に搭載し，油圧配管等はポス

ト内を通し，更にpowerunitは先に述べたBox

Girder内に納めた。これにより上甲板上は非常
にclearとなり，また油圧機器，配管類の寿命も

延び，保守整術の必要性も少なくなっている。

③油圧システムの採用によりHOistingSpeed
は10LTH.S.C.で19m/min.から58m/min.

まで3段階に, 22LTH.S.C.で9m/min.から

46m/min.まで4段階に負荷に応じて自動的に切

り換わるようになっており，あらゆる菰類のCar-

goを効率良く荷役できるようにした。
④H.S,C.の操作はポストに取付･けられたOpe-

rator'sCab内より2本のレバー操作のみでHoi-
sting,Slewing,Traversingの3．motionopera-

tionをたやすく行なえるようにした。Cab内か

らの見透しも非常に良好となっている。

⑤50LTH.S.C.については先に述べたように25

LTH.S.C.の2本のBoomによる共吊DとPost

回転装置を組み合わせたもので，従来のHeavy

Gearに比べ特に次のような利点がある。即ち従

来のように全く別個のHeavyGearでないため，

HeavyGear採用に伴う重逓端が格段に少なく，

従つぎてDeadweightLossも少ないこと，および

同嫌の理由で従来のHeavyGearは使用頻度が

少なく，保守整術の面に少なからぬ問題があった

が，本システムの場合は常時使用しているものを

利用するので，その問題が自動的に解決されてい

ること等である。

d PipingSystem

PipingSystemにおける特徴的な諸点は以下の

通りである。

①BallastLineはDuctkeel方式のAlgoHow

Systemを採用した。

このシステムの採用により配管長さは極度に短

かくなり，保守の手間が少なくなると同時に，従
来のシステムに比べ注排水時の管抵抗も小さくな
るので，ポンプのCapacity,消澱電力の節減が

可能となっている。

②BallastValveおよびHdldBilgeValveの

剛珊は油圧による遠隔操作とし, boxgirder内
に設けた操作場所よりたやすく開閉できる。

③FuelOilLineにはloading時のoverflow

防止機構を採用し，油による海洋汚染防止に対す
る配慮がなされている。
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c，粗食冷蔵庫

本シリーズ船の糧食冷蔵庫は従来のwalk.in

④各doublebottomtankおよびholdbilge
wellの測深管頭はboxgirder内に設けている。

盤。
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偲這_/つ1 boxgirderは居住区，機関室より船首楼への安

全通路となっており，荒天時あるいは甲板貨物満

赦時でも容易に交通できると共に，測深作業も安

全に行なえるメリットがある。ついでに述べると

本boxgirderは諸管，電線類の通路としても利

用されると共に, Holdの通風ダクトの役目も果

しており，上甲板をclearにするのに貢献すると

共に，諸維装品を風波より守り，保守整備の手間

を少なくするのに大きく役立っている。

3－1－3船体職装（内装）

a.操舵室

本シリーズ船の操作は先にも述べたように，出

入港時を含む通常航海中，常時1人あるいは2人

の航海士によりなされる。操舵室内の諸撰器，つ

まり操舵スタンド，主機制御装置， レーダー等は

飛行機のコックピットのように機能的に手近に配

置した。

b.AdministrationO価Ce

15名のCrewによる運航を確実なものとする

のに大いに貢献しているのが，本シリーズ船に採

用されているAdministrationSystemである。

BoatDeckに設けられたAdministrationOInce

に操船装置を除く殆んど全ての船内装置の監視機

構を集中し，船内のコントロールタワー機能を持

たせると同時に，各種事務機器をも集中し，船内

事務作業をも全てこの部屋で行なえるようにし

た。勿論，冒頭で述べたように甲板部，機関部と

いう色分けはしていない。この部屋に集中された

監視システムおよび事務機器等を以下に列記す

る。

(1)機関室警報システムのマスターパネル

(2)パブリック・アドレッサー

(3)機関室火災替報および同制御装置（室外）

（4職関室用CO2遠隔放出装置（室外）

（5>積付計算機

(6)タイプライター

(7)複写機 ，‘

(8)取扱説明書および図面類

更にこの部屋には保守点検のシステムとして，

当社で開発したPlannedMaintenance&SPare

PartsControlSystemが完伽している。

以上のシステムにより，全ての船内事務をこの

部屋で行なうこととし，乗組員の居室を完全な

privatezoneとすることに成功した。

WinchはBoom上に搭載し，油圧配管等はポス

ト内を通し，更にpowerunitは先に述べたBox

Girder内に納めた。これにより上甲板上は非常
にclearとなり，また油圧機器，配管類の寿命も

延び，保守整術の必要性も少なくなっている。

③油圧システムの採用によりHOistingSpeed
は10LTH.S.C.で19m/min.から58m/min.

まで3段階に, 22LTH.S.C.で9m/min.から

46m/min.まで4段階に負荷に応じて自動的に切

り換わるようになっており，あらゆる菰類のCar-

goを効率良く荷役できるようにした。
④H.S,C.の操作はポストに取付･けられたOpe-

rator'sCab内より2本のレバー操作のみでHoi-
sting,Slewing,Traversingの3．motionopera-

tionをたやすく行なえるようにした。Cab内か

らの見透しも非常に良好となっている。

⑤50LTH.S.C.については先に述べたように25

LTH.S.C.の2本のBoomによる共吊DとPost

回転装置を組み合わせたもので，従来のHeavy

Gearに比べ特に次のような利点がある。即ち従

来のように全く別個のHeavyGearでないため，

HeavyGear採用に伴う重逓端が格段に少なく，

従つぎてDeadweightLossも少ないこと，および

同嫌の理由で従来のHeavyGearは使用頻度が

少なく，保守整術の面に少なからぬ問題があった

が，本システムの場合は常時使用しているものを

利用するので，その問題が自動的に解決されてい

ること等である。

d PipingSystem

PipingSystemにおける特徴的な諸点は以下の

通りである。

①BallastLineはDuctkeel方式のAlgoHow

Systemを採用した。

このシステムの採用により配管長さは極度に短

かくなり，保守の手間が少なくなると同時に，従
来のシステムに比べ注排水時の管抵抗も小さくな
るので，ポンプのCapacity,消澱電力の節減が

可能となっている。

②BallastValveおよびHdldBilgeValveの

剛珊は油圧による遠隔操作とし, boxgirder内
に設けた操作場所よりたやすく開閉できる。

③FuelOilLineにはloading時のoverflow

防止機構を採用し，油による海洋汚染防止に対す
る配慮がなされている。
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c，粗食冷蔵庫

本シリーズ船の糧食冷蔵庫は従来のwalk.in

④各doublebottomtankおよびholdbilge
wellの測深管頭はboxgirder内に設けている。

盤。
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OperationModeof lntegratedPropulsionSystem

MODE4MODE-1

ELEC･M
M/ELO.P･

ON
R/GLOP

typeでなく，冷冴醸世付属のCompactなhotel

servicetypeを採用した。Reach-intypeであ
り，乗租員が閉じ込められることもなく，しかも
清潔であり保守整備も容易である。粗食の秋み込
みには，居住区外舷に設けた糧食および倉庫品用
クレーンを用いる。

。乗組員居室

24名分の居室を用意しており, FloatingRe-
pairer用の2名分を除き全て個室である。また士
官クラス以上には専用便所（2名共用含）を設け
ている。

e・娯楽室

居住区内に専用の娯楽室を設け，各種の遊戯を
楽しめるようにした。

F8RS｡M

淵談L－1
ｰ
I

I

! L=

R/GIOFF

⑥本propulsionsyStemは別図に示す6つの

操作モードで迎転される。特にユニークな特徴と
しては,Mode･5に示されるように主発電機用デ
ィーゼルで航行できることで，約7ノットの船速
が得られ海上における不意の主機故障に避遇して
も安全に最寄の港に避雄できるようになってお
り，船の安全に対する信頼性を怖段に向上させて
いる。

3－2－2澗水冷却システム

木シリーズ船にはセントラル清水冷却システムを
採用し，従来から保守面で問題の多い海水冷却ライ
ンを最小限にした。即ち冷却海水は講水クーラーに
導き，循環消水を冷却する役目を持たせるにとどめ
実際の機器冷却は清水ラインのみとしたものであ
る。

3－2－3機関部計装

先に述べたように通常航海中は，機関室は無人化
運転されるというのが本シリーズ船の設計ペースで
あり，これに従い機関部計装は計画した。即ち
AuxiliaryControlStationを機関室の主床に設け
たが，ここには主機の初期起動に必要な計器および
各菰温度，圧力レベル等のモニターパネルを設置す
るのみとし，従来のごとき機関制御室は設けていな
い。また各種替報は,AdminiStrationOfficeにグ

ループ分けした表示盤を設け，その延長警報を公
室，各機関士の個室，操舵室および工作室に設け
た。
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3－2機関部

3－2-1 1ntegratedMainPropulsionSystem
本システムは主機，減速機，可変ピッチプロペ

ラ，主発電機，主機関連補機から柵成され，次のよ

うな画期的な特徴を備えており，先に述べた機関室
無人化を可能とする大きな要素となっている。
①主機は中速ディーゼルエンジンを採用してお
り，非逆転の定回転運転をベースとしている。可
変ピッチプロペラのピッチを主機負荷のfeed
backにより自動制御することで，主機負荷は一
定にコントロールされ過負荷が防止される。
②主機の定回転運転により主発電機は通常航海
中は常時主機により駆動することができる。しか

も危急後進，急速旋回時でも主発の主機駆動が可
能となっている。これにより燃料経済性が向上す
ると共にディーゼル発電機の使用率を大幅に減ら
すことができ，保守整備作業の削減にも役立って
いる。

③主発電機のみでなく，主機関連のM/EL.

0.Pump,R/GL.O・ Pump,冷却海水ポンプ，
主機冷却清水ポンプ，冷却清水循環ポンプも減速
機を介して主機駆動されるシステムとなってお
り，操作を容易にすると共に信頼性向上に役立っ
ている。

④主機回転数の設定は，常用航海中は520rpm
出入港時，狭水路航行時等は操船しやすくするた
め340rpmとする2速制御方式を採用した。

⑤操舵室において可能な主機制御は，主機回転
数の選択，主機負荷の設定から温態時の主機発停
まで及んでおり，機関の初期始動以外，操船に関
するControlは操舵室に集中させた。

閉｡DE程MODE､2

EIEC･M

ON

F1Fe=M
M/ELO.PE

ON

M/EL.0.P|．

RﾉGL．O､P

CPP 「
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
４一

一
１
一

一
帷
唖
一
叩

CPF

ド I
〃、）

(W『ﾉm)

R/G ON

HH
【9”が、）

HH
I9”〃、）

F,W．C．P

FW．C．P

F,W･R S.W・P
F,W,P． S､W･P

3－3電気部

3－3－1発電機システム

本シリーズ船には先にも述べたBack.upDiesel
付の主機駆動主発電機’台とディーゼル駆動補助発
電機1台を装Miしており, 2台で実質3台分の働き
をしている。上記2台の使い分けは，常用航海中は
主機駆動発電機，荷役中および主機stand・by中は
ディーゼル駆動主発電機，また停泊時は補助発嘔機
というように，それぞれの主機の状況，電力消我量
に合わせ無駄なく使い分けられるようにしており，
燃料経済性の向上を計っている。尚，主発電機の駆
動源の切換は操舵室より遠隔操作ができるようにな
っており，ブラツクアウトなしに切換可能である。
また補助発龍機は，予伽機として自動スタート装置
を有し，主発電機に異常が発生した場合にも自動的

にBack-up可能であり，制約はあるが荷役用電力
も賄える。更に，非常用として停泊中も必要により

主機駆動による主発電機の使用を可能としている。
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3－3－2照明関係

特に注目すべきシステムとして次のものがある。
①Hold内に固定照明を説けた。従来の持運び

式照明に比べ人手を要さず，照明具自体の損傷の
危険性も無いので好評を得ている。

②スエズ運河用の探照灯をフォアマストの中間

にプラットフォームを設け固定装伽した。風波に

対する防睡用としては取外し式のFRP製カバー
を探照灯にかぶせ，使用時鮪単な索取りにて取り
外せるようにした。従来本探照灯はBosunStore
等に格納し使用時に人手を要していたが，本シリ
ーズ船の場合’人の手で極く短時間にstand-by
できる。 （完）

LiquehedGasTankerEngineering byH・Emi,PrincipalSurveyor,HullDept.､NipponKaijiKyokai

連載

液化ガスタンカー

＜15＞

|海 ’事外 情
しかし，通常のコンテナ航路サービスと述い， 30
日の欧州／濠州間のトランジットタイムは35日とな
る上に，不定期サービスとなるので，迎賃は15％ほ
ど低く設定すると云う。

悪‘‘商厩T｣EN'',漂州一北米間ミネラルサンド．

トレードのバラストレケ追放･….．コンテナ

兼バルクキャリアー

恵 美 洋 彦
日本海本協会鉛休部

本シリーズの最初の2隻は，既に1,100TEU"
の設術をもつように改装され，第3船は1979年6月
に改装予定である。

本船のような兼用船や多目的船は普通コンテナタ
ーミナルから接岸を拒否されるのであるが，本船の
コンテナ保持装慨は特別に接岸荷役を認められた。
本船の特長は， 42型バルクキャリアーとして基本
設計／主要描造共7つのホールドを持つ標準的なプ
ロポーションを持っているが,ビルジホツパー部は，
コンテナ讃高増加のためやや急な傾斜がつけられて
いる。

勿論通常のパルカーとして，グレーン，石炭，
鉄鉱石（＃1， 3， 51 7ホールド，オルタネート
ローディング）の穣取にはなんら差支えない。
コンコナの菰取は，ホールドに730TEU, 甲板上

に239TEU,そしてハッチカバー上には132TEUの
空コンテナが秋付可能とされている。
ホールド内は， ロック装腫付スタツカーとシヨア
リング装置で航海中の動揺から保謹されている。
要目は次の通りである。

LOA/190.0m, LPP/190.0m, B/29.3

m, D/15.35, b/10.67/11,15, DWT/

45,200[,Hold容穣/49,190m3, コンテナ／

1,101TEU,主機/6RND68M 11,400Psx

150rpm,速力/15.15kt F．O.T2,300nl3

一般的には，経済的になかなか成立しにくいパル

ク兼コンテナキャリアーが，ベルギーのCockerill

造船所で建造された。

濠州から北米へミネラルサンド，北米から欧州へ

コンテナ，そして欧州から濠州へ再びコンテナを秋

取る三国間航路で，長期的な契約に基いた建造と思

われる。

勿論，寄港地と吃水の制限がつくが，バラスト航

海を追放したこのやり方は，例の@1BORO''ライナ

ーを案出したTornqiSt船長のアイデアであると云

う。フルコンテナ船による主要定期航路のコンテナ

化が始まって10余年，やつと定着したかにみえるコ

ンテナトレードに対して, 42,500DWT, 15ノット

のこの船が，どのような成功を収めるかによって

は，或はフォレストプ画ダクト兼コンテナ船のよう

な兼用船が姿を見せることになるかも知れないと思

われる。 （編集部）

､ iHELEN''は, antwerpBulkCarriere向けに

Cockerill造船所が建造した4隻のパルクキャリャ

て船体撫造方式も異なってくる。また，同じタンク

櫛造方式および主要寸法の液化ガスタンカーでも区

画配置および秋載条件（バラスト等）の相異によっ

て浸水時復原性能が大きく異なる。したがって，既

存のデータから船体主要目を定める場合，救貨重

量，タンク容最， タンク概造方式等が同じでもさら

に詳細の条件についても検討しておくことが重要で

ある。

図3－21に既存の液化ガスタンカーの容誠効率の

概略を示す。同図中にIMCOガスコード損傷時復

原性結果｡)'｡)'1>i2）も合わせてプ戸シ卜してある。な

お既存の液化ガスタンカーは，損傷時復原性につい

て特別に配慮されていない。この図からIMCOガ

スコードの損傷時復原性規定を満足させるために

は，貨物タンク容積1万nl3程度までの液化ガスタン

カーの主要寸法（特に乾げん）は既存の液化ガスタ

ンカーより大きいものとして計画するのが一般的で

あることがわかる。なお， この図中に2,500m3のⅡ

PG船でタンク容積効率で0.444残存している例

（図中、mで示してある例）があるが，これは図3

－22に示すように長船首および船尾楼ともいうべき

特殊な船体構造で，かつ，船側タンク等の区画配世

にも特別の配慮が払われているものである。 1万m3

ないし2万m3程度の液化ガスタンカーの計算例はな

いが，区画配置に適当な配慮を払えば，既存の液化

ガスタンカー程度の主要寸法でも磯存させ得ると思

われる。また，この図および3.2.4に示した計算例

から3万mS以上の液化ガスタンカーでは，主要寸法

は既存の液化ガスタンカーと同程度で十分残存させ

得るが，浸水による傾斜角が大きくならぬように区

画配腫に注意する必要があることがわかる。

タイプ｡IG船については， タンク配瞳および容量

3．2．5復原性に関する手引書

液化ガスタンカーには，秋荷および復原性に関す

る手引書を術えておくことが義務づけられ1)豊)，か

つ，これらは，主管庁により承認されたものとする

必要がある。

正常時の復原性に関する手引書は，一般船舶に対

して「亜舟敢心トリム計算書」 「トリム復原性計算

書」等の名称で用意されているものと同じ内容のも

のでよい。ただし’ 3．2．1で述べたように，荷役中

の復原性についての計算または手引も含まれている

必要がある。

損傷時復原性に関する手引書としては，表3-413〕

に示すような内容のものが一般的である。

また’これらの復原性関係の手引書に従って定め

られる讃付けケースは，一般船舶として要求される

（規則によって多少の相異があるが，長さ100m程

度以上の船舶に対して要求される）船体縦強度のロ

ーディングマニニァルに従って強度関係もチェック

されることになる。さらに，当然のことながら，復

原性関係手引書に含まれている標準積付けケースは

その他の船体強度の面からも許容される必要があ
る。

－の1隻である。ABC社の

代理店の話では，本船は初年

度年間11,000TEUのコンテ

ナ輸送を期待しているが，こ

れは運賃同盟を切り崩す目的

農諜
唯璽壁 32．6船体主要目と損傷時復原性

IMCOガスコードの扱傷時復原性規定を満足さ

せるためには，船体主要目および区画配置について

十分の配慮が必要である。損傷時復原性に影響を与

える要因としては，船舶の主要寸法，貨物タンク構

造方式，区画配置，船型（線図)，貨物等の秋戦条

件（重心位侭，浸水率，自由表面， トリム等)，船

楼の大きさ等がある。

液化ガスタンカーは，貨物タンク椛造方式によつ

、型＆篭-7 蝉Tむ間

蕊蕊鐸
(TheMOtorShipDec. 1978)

1

霞
p■n口BfB--一

I

一
一陸

』
§
４０９－嘩当’一

咋輯
狸
８
０Ｅ一』且』

碑
一幸

闇
Ｈ一

櫻
酔
一
一
叩

、’
一
β
・
因
由

囚 一言鳥愚÷ ，鞠．』声狗躍 r感9 穆羽 。

37
36

I



竜

3－3－2照明関係

特に注目すべきシステムとして次のものがある。
①Hold内に固定照明を説けた。従来の持運び

式照明に比べ人手を要さず，照明具自体の損傷の
危険性も無いので好評を得ている。

②スエズ運河用の探照灯をフォアマストの中間

にプラットフォームを設け固定装伽した。風波に

対する防睡用としては取外し式のFRP製カバー
を探照灯にかぶせ，使用時鮪単な索取りにて取り
外せるようにした。従来本探照灯はBosunStore
等に格納し使用時に人手を要していたが，本シリ
ーズ船の場合’人の手で極く短時間にstand-by
できる。 （完）

LiquehedGasTankerEngineering byH・Emi,PrincipalSurveyor,HullDept.､NipponKaijiKyokai

連載

液化ガスタンカー

＜15＞

|海 ’事外 情
しかし，通常のコンテナ航路サービスと述い， 30
日の欧州／濠州間のトランジットタイムは35日とな
る上に，不定期サービスとなるので，迎賃は15％ほ
ど低く設定すると云う。

悪‘‘商厩T｣EN'',漂州一北米間ミネラルサンド．

トレードのバラストレケ追放･….．コンテナ

兼バルクキャリアー

恵 美 洋 彦
日本海本協会鉛休部

本シリーズの最初の2隻は，既に1,100TEU"
の設術をもつように改装され，第3船は1979年6月
に改装予定である。

本船のような兼用船や多目的船は普通コンテナタ
ーミナルから接岸を拒否されるのであるが，本船の
コンテナ保持装慨は特別に接岸荷役を認められた。
本船の特長は， 42型バルクキャリアーとして基本
設計／主要描造共7つのホールドを持つ標準的なプ
ロポーションを持っているが,ビルジホツパー部は，
コンテナ讃高増加のためやや急な傾斜がつけられて
いる。

勿論通常のパルカーとして，グレーン，石炭，
鉄鉱石（＃1， 3， 51 7ホールド，オルタネート
ローディング）の穣取にはなんら差支えない。
コンコナの菰取は，ホールドに730TEU, 甲板上

に239TEU,そしてハッチカバー上には132TEUの
空コンテナが秋付可能とされている。
ホールド内は， ロック装腫付スタツカーとシヨア
リング装置で航海中の動揺から保謹されている。
要目は次の通りである。

LOA/190.0m, LPP/190.0m, B/29.3

m, D/15.35, b/10.67/11,15, DWT/

45,200[,Hold容穣/49,190m3, コンテナ／

1,101TEU,主機/6RND68M 11,400Psx

150rpm,速力/15.15kt F．O.T2,300nl3

一般的には，経済的になかなか成立しにくいパル

ク兼コンテナキャリアーが，ベルギーのCockerill

造船所で建造された。

濠州から北米へミネラルサンド，北米から欧州へ

コンテナ，そして欧州から濠州へ再びコンテナを秋

取る三国間航路で，長期的な契約に基いた建造と思

われる。

勿論，寄港地と吃水の制限がつくが，バラスト航

海を追放したこのやり方は，例の@1BORO''ライナ

ーを案出したTornqiSt船長のアイデアであると云

う。フルコンテナ船による主要定期航路のコンテナ

化が始まって10余年，やつと定着したかにみえるコ

ンテナトレードに対して, 42,500DWT, 15ノット

のこの船が，どのような成功を収めるかによって

は，或はフォレストプ画ダクト兼コンテナ船のよう

な兼用船が姿を見せることになるかも知れないと思

われる。 （編集部）

､ iHELEN''は, antwerpBulkCarriere向けに

Cockerill造船所が建造した4隻のパルクキャリャ

て船体撫造方式も異なってくる。また，同じタンク

櫛造方式および主要寸法の液化ガスタンカーでも区

画配置および秋載条件（バラスト等）の相異によっ

て浸水時復原性能が大きく異なる。したがって，既

存のデータから船体主要目を定める場合，救貨重

量，タンク容最， タンク概造方式等が同じでもさら

に詳細の条件についても検討しておくことが重要で

ある。

図3－21に既存の液化ガスタンカーの容誠効率の

概略を示す。同図中にIMCOガスコード損傷時復

原性結果｡)'｡)'1>i2）も合わせてプ戸シ卜してある。な

お既存の液化ガスタンカーは，損傷時復原性につい

て特別に配慮されていない。この図からIMCOガ

スコードの損傷時復原性規定を満足させるために

は，貨物タンク容積1万nl3程度までの液化ガスタン

カーの主要寸法（特に乾げん）は既存の液化ガスタ

ンカーより大きいものとして計画するのが一般的で

あることがわかる。なお， この図中に2,500m3のⅡ

PG船でタンク容積効率で0.444残存している例

（図中、mで示してある例）があるが，これは図3

－22に示すように長船首および船尾楼ともいうべき

特殊な船体構造で，かつ，船側タンク等の区画配世

にも特別の配慮が払われているものである。 1万m3

ないし2万m3程度の液化ガスタンカーの計算例はな

いが，区画配置に適当な配慮を払えば，既存の液化

ガスタンカー程度の主要寸法でも磯存させ得ると思

われる。また，この図および3.2.4に示した計算例

から3万mS以上の液化ガスタンカーでは，主要寸法

は既存の液化ガスタンカーと同程度で十分残存させ

得るが，浸水による傾斜角が大きくならぬように区

画配腫に注意する必要があることがわかる。

タイプ｡IG船については， タンク配瞳および容量

3．2．5復原性に関する手引書

液化ガスタンカーには，秋荷および復原性に関す

る手引書を術えておくことが義務づけられ1)豊)，か

つ，これらは，主管庁により承認されたものとする

必要がある。

正常時の復原性に関する手引書は，一般船舶に対

して「亜舟敢心トリム計算書」 「トリム復原性計算

書」等の名称で用意されているものと同じ内容のも

のでよい。ただし’ 3．2．1で述べたように，荷役中

の復原性についての計算または手引も含まれている

必要がある。

損傷時復原性に関する手引書としては，表3-413〕

に示すような内容のものが一般的である。

また’これらの復原性関係の手引書に従って定め

られる讃付けケースは，一般船舶として要求される

（規則によって多少の相異があるが，長さ100m程

度以上の船舶に対して要求される）船体縦強度のロ

ーディングマニニァルに従って強度関係もチェック

されることになる。さらに，当然のことながら，復

原性関係手引書に含まれている標準積付けケースは

その他の船体強度の面からも許容される必要があ
る。

－の1隻である。ABC社の

代理店の話では，本船は初年

度年間11,000TEUのコンテ

ナ輸送を期待しているが，こ

れは運賃同盟を切り崩す目的

農諜
唯璽壁 32．6船体主要目と損傷時復原性

IMCOガスコードの扱傷時復原性規定を満足さ

せるためには，船体主要目および区画配置について

十分の配慮が必要である。損傷時復原性に影響を与

える要因としては，船舶の主要寸法，貨物タンク構

造方式，区画配置，船型（線図)，貨物等の秋戦条

件（重心位侭，浸水率，自由表面， トリム等)，船

楼の大きさ等がある。

液化ガスタンカーは，貨物タンク椛造方式によつ

、型＆篭-7 蝉Tむ間

蕊蕊鐸
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表3－4損傷時復原性に関する手引書目次の例 たは方形係数

α；浸水前の喫水(m)

C";浸水前喫水での堅柱形係数(=Cb/C")

./､'=jb'+4S+4/.' ･…･･(3-5)

ん’ ；浸水後の上甲板下乾げん(m)

4,S ;舷孤の平均高さ(m)

4./.' :船楼， トランク等，子術浮力として働く

上甲板上構造物の乾げん相当の高さ(m)

で（3-6）式によるが，船首および船楼

を有する圧力式液化ガスタンカーでは，

この値の50%とした方が，糖密計算によ

り近い値となる､)。もちろん，対象の損

傷ケースで損傷範囲内にある船楼等は，

予附浮力に入らない。

“'=z一等 …(3-6）
ハj ;船楼， トランク等の長さ

雌：船機トランク等の平均高さ（トランク

等の場合，全幅にわたって存在すると見

倣した平均高さ）

L;垂線間長さ(m)

近似計算とコンピュータによる精密計算の比較弧〕

では’このような近似計算でも初期計画での概略検

討には十分役立つことが示されている。しかし， こ

の方法は，復原性範囲が求められないこと，バラッ

水による縦および横傾斜並びに安定性諸元（浸水後

のKGKM, BM等）を求めるものである。この

計算で浸水後の喫水，水緑，傾斜角等が得られ，ま

た，最大復原挺(GZ池α雪）は次式u)'6〕で推定する

ことができる。

GZ漉α露/B=－0.002(KGz)2
+0.028KGz 。…｡<3-2)

－－

目 次 記 賊 Ｆ１３二 菰

1． 本船主要目 主要寸法(L", Z,"B,D,の,排水逓, ﾀｲフ｡等
2. IMCOガスコードの要件 本船の扱侮範囲’残存条件等の規定を示す｡
3． 貨物の種類

訓戦予定貨物(比亜，温度，圧力等主要物性を含む)，およびその欲
載予定貨物タンクのリスI、

KGz=て謡雰(¥L)~'(f)'!
。(÷)｡(gfL)': …”

4． 区画一覧および損傷浸水ケ
ース

本船の区画一党（容訓図(Capacityplan)的な要目）および本船
で想定する投傷浸水ケース（図3-10のような例）の一覧表

(3-3）
5． 貨物積付け計画一覧 計画の割付け状態およびその消避状態の一党を示す。この定術時の

I､リム復原性の主要目（排水舐，喫水， トリム, KGo, GoM")

も合わせて示しておくと便利。さもなければ，各ケースのトリム彼
原性計算の所在（別冊，重丑亜心トリム計算等のページ）を明らか
にしておく。

浸水時復原性計算を行なうに当たって肺略化（実際に板取り計算を
行なった場合）の手順およびその理由

Bう幅(m)

秘’ ；浸水後の相当喫水または平均喫水(m)

C"', Cb' ;浸水後の喫水に対応する水線面係

数，方形係数で（3-4）式で近似でき

る。

KG' ;浸水後の垂線上璽心高さ(m)

/，， ；浸水後の予伽浮力を乾げん相当として表

わしたもの(m)｡ (3-5)式による。

GM' ;浸水後の横メタセンタ高さ(m)

--1

c"､(f=)c."

’ 一"－=L-1

c.|=c'(f)c"
C"', Cb' §浸水前の喫水に対応する水線面ま

6． 損傷時復原性計算の方法

各種ケース（誠付け，消饗，投傷および浸水過程の組合わせ）に対

応した扱蛎時復原性計算の主要目（排水趾，喫水， トリム,KG,

GM, GGo,mG,GML,上甲板緑から水線までの距離，横傾斜

角, GZ"…，復航性範囲，合否等）を記戦。計掠を行なった代表

ケースに所属して計算を省略した各菰ケースも合わせて記峨。扱{断

時復原性所在（ページ)。

7． 損傷時復原性計算の綜括

8． 損傷時復原性計算 計算のアウトプットまたは計･算番

9． 評価方法 5.貨物計画一覧にな1､誼付けを行なおうとする場合の扱慨時復脈性

の評価方法または注意事項を記戦
0．6

10．参老 その他参毒となる事項、資料尋 既存船実紙（・圧力式×低温圧力式十低温式）

（塩素では，個々のタンクで600m3以下, 1隻の合

計容量で1,200m3以下）について厳しい条件が課せ

られることもあり，タンク容量に比べてかなり大き

な主要寸法の船舶とする必要がある。 IMCOガス

コード規定を満足するように設計されたタイプIG

船（液化塩素ガスタンカー）の例を図3-23に示

す。

小型或いは中型の液化ガスタンカーでは，タイプ

IG船を除き機関室の扱傷として表3-2からわかる

ように1区画浸水を考えることになるが，この条件

も場合によっては船の主要寸法を左右する重要なフ

ァクターとなる。図3－24に機関室長さ(ZE)と乾

げん（／）との関連を示す。なお， この条件はケミ

カルタンカーのLJ≦150mのタイプⅡ船でも同じ

であるので.同図中には,ケミカルタンカーの実績'5）

も合わせて示しておく。図中, AおよびBの線を描

いてあるが，これらは，次のようなものである。
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いずれにしても液化ガスタンカーの損傷時復原性
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函3－24機関室長さと乾げんの関係（機関室前後端非担侮）

キが多いこと等’あくまで概略検討にしかすぎな

い。したがって，計画が固まった段階で早急に損傷

時復原性の糀密計算を行なってチェックしておくべ

きである。

船体主要目を検討するために，あらかじめ浸水計

算を行なっておいた方がよいケースは，船舶の大き

さ，タンク構造方式，区画配瞳，乾げん，船楼の大

きさや形状，等によって異なるが，次に示すような

ケースを考えるのが一般的である。

〈趣）股も深い喫水状態での機関室側部損傷。タイ

プIGまたはLノ>150mのタイプ・IG船では，前

後端隔壁部を含む側部損傷。

(b) ホールド側部で最も浸水量が大きくなるよう

な損傷。秋戦状態は，最も深い喫水かまたは傾斜角

が厳しくなるような区画配匿で二重底に多くの燃料

油および清水タンクである場合は90％消饗状態とす

る。

(c) タイプⅡG船では, ND.1ホールドスペースお

よび，その前部の区画を含む側部扱傷。菰赦状態

は，最も深い喫水状態または船首トリムとなる秋赦

状態がある場合はその状態。

Q)前(a)ないし(c)のホールド側部の損傷による浸

水過程は，次のいずれかから選ぶ。

(il貨物比重＞海水の場合は，貨物は全て残存して

いる状態

lii)貨物比重く海水の場合

1)最終水線の位置が貨物タンク頂部とほぼ等し

いかまたはより上のときは，最終状態。また

は，

2)最終水線の位置が貨物タンク頂部より下の場

合は，貨物比重および水線の位巌で適宣判断

して最終状態かまた貨物残存状態のいずれか

厳しい方を選ぶ。

(e)二重船側船で局部損傷の方が傾斜角が厳しく

なると思われる区画配磁の船舶では，傾斜角が鰻も

厳しくなるような積載／消斐状態での局部船側損

傷。

(f)船首区画が比較的大きいタイプⅡPGでは船

首船側或いは船首船底損傷。積載および消費状態

は，船首喫水が深くなるような状態を選ぶ。

（つづく）
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図3－22タイプⅡPG低温圧力式液化ガスタンカー区画印雁例

本読1～2月号の正娯表

●2月号36頁図3－16の(c)を下図のように訂正，●1月号46頁図3－13の|(IJ)中の100mm未満を,100mm以上

に肘正。

●2月号41頁の表3－3の主要目の中で

dsummer=8.63mを，

dsummer=8.63m*に。
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キが多いこと等’あくまで概略検討にしかすぎな

い。したがって，計画が固まった段階で早急に損傷

時復原性の糀密計算を行なってチェックしておくべ

きである。

船体主要目を検討するために，あらかじめ浸水計

算を行なっておいた方がよいケースは，船舶の大き

さ，タンク構造方式，区画配瞳，乾げん，船楼の大

きさや形状，等によって異なるが，次に示すような

ケースを考えるのが一般的である。

〈趣）股も深い喫水状態での機関室側部損傷。タイ

プIGまたはLノ>150mのタイプ・IG船では，前

後端隔壁部を含む側部損傷。

(b) ホールド側部で最も浸水量が大きくなるよう

な損傷。秋戦状態は，最も深い喫水かまたは傾斜角

が厳しくなるような区画配匿で二重底に多くの燃料

油および清水タンクである場合は90％消饗状態とす

る。

(c) タイプⅡG船では, ND.1ホールドスペースお

よび，その前部の区画を含む側部扱傷。菰赦状態

は，最も深い喫水状態または船首トリムとなる秋赦

状態がある場合はその状態。

Q)前(a)ないし(c)のホールド側部の損傷による浸

水過程は，次のいずれかから選ぶ。

(il貨物比重＞海水の場合は，貨物は全て残存して

いる状態

lii)貨物比重く海水の場合

1)最終水線の位置が貨物タンク頂部とほぼ等し

いかまたはより上のときは，最終状態。また

は，

2)最終水線の位置が貨物タンク頂部より下の場

合は，貨物比重および水線の位巌で適宣判断

して最終状態かまた貨物残存状態のいずれか

厳しい方を選ぶ。

(e)二重船側船で局部損傷の方が傾斜角が厳しく

なると思われる区画配磁の船舶では，傾斜角が鰻も

厳しくなるような積載／消斐状態での局部船側損

傷。

(f)船首区画が比較的大きいタイプⅡPGでは船

首船側或いは船首船底損傷。積載および消費状態

は，船首喫水が深くなるような状態を選ぶ。
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本読1～2月号の正娯表

●2月号36頁図3－16の(c)を下図のように訂正，●1月号46頁図3－13の|(IJ)中の100mm未満を,100mm以上

に肘正。

●2月号41頁の表3－3の主要目の中で

dsummer=8.63mを，

dsummer=8.63m*に。
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静圧過給方式を採り入れた

1L

日立B&W形
ディーゼル機関の
イ番機が完成

日立造船はかねてより燃料猫蛮率低減をめざ
し、静圧過給形日立B&W形デイ一斗ごル機関の
開発を進めてきたヵぞ， 1月末，締圧過給形1番
"8L67CFC( 15,000蝿力）を，同社桜島エ場で完
成， 2月1日披露した。

赫圧過給方式を採用した1番機の試運権の結
果によると、従来の動圧過給方式より約7％低
し、139.59/PShとし、う画JUl的な岻燃賀を記録， こ
れによ｝）大哩低速機関の燃徴は1309/PSh台の時
代ヵ『到来することになり．通航コスト低減に夫

きく寄与するものと期待される。

肺圧過給方式は図の示すように，大容賦の排

気-ﾏ凄ニフォルド（蝶合管）を装伽し， シリンダカ’

ら出た排銃ガスを一定圧力にして過給機に送り

込むもので．過給機の効率が上がり，排気カス
のエネルギーヵ『有効に利用できるため、燃費力く

す<なくてすむと1両｣時に過給機の保守雛術作業
も減少きれる。

またB&W機関での静圧過給方式はゞ同社が
開発した､ソィン′ざンク機関を、昨年3月動圧遇

給方式力・ら赫圧過給方式に改造し，試運転をお

こない燃慨143/PShの新記録を捌立したことによ

り，すべてのB&W形K-GF・L-GF機関に対

して．齢圧過給方式を採用することになった。

なお． この1番機は．同社広鵬エ場で建造す

るメキシコのオリンノ守ス・ リミテッド社向け貨

物船(18,930DWT)に搭救される。

また同社では本機によって、 B&Wならびに

スルザーテ←イーゼル機関の累計生産紀鋤は2,144

台、 10.002,645馬力と． 1千万鯛力台を突破した。
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最近の米国原子力船事情 －－

造船技術者から見た機関部初期計画
（ディーゼル機関編）

高田悦雄
日本原子力船開発那業同企諏部剥在課憂

原子力船

」

＜3＞
1月中旬に米国へ行く機会があり，最近の米国の 物館として一般公開されることになっている。

原子力船事情について，二，三見聞するチャンスが 勿論，博物館といっても内部に各菰展示をすると

あったので簡単に紹介してみたい。 いうのではなく，歴史的記念物として船をあるがま

その1．レヴィン氏との対話 まに見せるというものである。既に退役した航空母

少し歩くとすぐにのどが力ラカラになるほどに乾艦ヨーク・タウンが展示係留され，博物館になるこ

燥したワシントンの道を商務省に向った。レヴィン とも船としては功成り名遂げたというべきか。

氏は米国の原子力商船の父と呼ばれている人で，現 残存放射線量についてはネグリシプルの一言であ

在は商務省海事局のAdvanceShipDevelopment D,誰も気にしていない様子であった。機器撤去の

Om"のDirectorの要職にある。氏の部屋に招じ 方法，日時などについては，はっきりした回答は得

入れられて聞かされた話を一，二話すと次のとおり られなかった。

である。 その3．浮遊式原子力発電所(FNP)

(1)“サバンナ'，の運航の結果，原子力商船につい ジヤクソンピルにオーフシヨア・パワー・システム

て残された問題は経済性のみであり，技術的にはな ズ社(OPS)をたずねる。この会社はウエスチン

んの問題もない。従って一体型炉を秋んだ第二実験 グハウスの'00％出費の子会社であり, FNP建造

緒を建造する計画はない。 を目的として設立されたものである。現在, PSE

(2)60万トンタンカーについては，技術的には問題 &Gより4基のFNPを受注し，その建造のための

もないが，オイル・ショック以来の景気後退が進展工場を巨額の資金を投下して建設中である。しかし

を妨げている。 ここもご多分にもれず，オイル・ショックによる景

(3)世紀末までに200隻の原子力鵬が就航するとの 気後退とその後のエネルギー節約による影瀞をまと

予測ははずれた。これは景気後退の影響が甚大であ もに受けている。PSE&Gとの契約納期は2回に
D，今後は環境保謹団体の圧力もますます高まるだ わたって延期され，工程．人員計画は混乱し，あま
ろう。しかし私は楽観論者であるので心配はしてい っさえ，契約キャンセルの話も現在出ているよう
ない。1980年代半ばには確実に原子力商船が運航さ だ。研究開発の現状は設計図が40%,基本的な概念
れると考える。 設計が70%,研究開発作業については100%がそれ
その他， “サバンナ,'の後始末，一体型炉と分離 ぞれ完了し，総合的な進捗状況は50％完了の状況で

型炉の是非，米国の原子炉メーカーについて，標準 ある。工場設附も各種建屋は完成, 900Tガントリ
化の方向，米国の原子力船開発体制など話は多岐に －クレーンも完成し， ドッグを堀削中である。
わたったが，海運造船をとりまく不況は米国も同じ 従って会社の経営も非常に厳しい情勢にあるとい

であり，原子力船開発をとりまく事情は厳しいが， え，これで肝心の建造するものが無くなることにで
その中にも技術については絶対の自信を持っている もなれぱ，手揃い打蝦を受けるだろう。技術的にみ
ことも話のはしぱしに読みとれ印象的であった。 ると浮体櫛造そのものについては特に新知識はない
その2． ‘‘サバンナ，，号 ようであり， このプ画ジェクトの目玉は正しく原子
‘‘サバンナ，'号をチヤールスl､ンの岸壁に訪ね， 力関係部門のとりまとめとフ・ラント全体の動揺を韮

管理の状況を見た。さすがに世界を走り廻った往時 準内に納めるための防波堤の構造にあるといえる。
の華やかな姿はなく，美しかった娘に年経て再会し レヴィン氏の話にしても, OPSの話にしても，
た感無きにしもあらずである。レヴィン氏によれば今の米国は原子力船とその関連部門の技術に絶対の
原子炉関係機器はポンプ’台を除き，他は全て撤去 自信を持ちながら，経済の回復をひたすら待つとい
したとのことであるが，その他の一般船体部は昔の う隠忍自重の時であり，原子力船時代の到来を伏し
ままに残されている。同船は連邦政府からサウス． て待つということにつきるという印象であった。
カロライナ州にはらい下げられ，今年の9月から博

48
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所浜造船所設計部畏

（2）重油の規格と性状 国でもそれぞれ国によって異った規格および慨用呼
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ない。1980年代半ばには確実に原子力商船が運航さ だ。研究開発の現状は設計図が40%,基本的な概念
れると考える。 設計が70%,研究開発作業については100%がそれ
その他， “サバンナ,'の後始末，一体型炉と分離 ぞれ完了し，総合的な進捗状況は50％完了の状況で

型炉の是非，米国の原子炉メーカーについて，標準 ある。工場設附も各種建屋は完成, 900Tガントリ
化の方向，米国の原子力船開発体制など話は多岐に －クレーンも完成し， ドッグを堀削中である。
わたったが，海運造船をとりまく不況は米国も同じ 従って会社の経営も非常に厳しい情勢にあるとい

であり，原子力船開発をとりまく事情は厳しいが， え，これで肝心の建造するものが無くなることにで
その中にも技術については絶対の自信を持っている もなれぱ，手揃い打蝦を受けるだろう。技術的にみ
ことも話のはしぱしに読みとれ印象的であった。 ると浮体櫛造そのものについては特に新知識はない
その2． ‘‘サバンナ，，号 ようであり， このプ画ジェクトの目玉は正しく原子
‘‘サバンナ，'号をチヤールスl､ンの岸壁に訪ね， 力関係部門のとりまとめとフ・ラント全体の動揺を韮

管理の状況を見た。さすがに世界を走り廻った往時 準内に納めるための防波堤の構造にあるといえる。
の華やかな姿はなく，美しかった娘に年経て再会し レヴィン氏の話にしても, OPSの話にしても，
た感無きにしもあらずである。レヴィン氏によれば今の米国は原子力船とその関連部門の技術に絶対の
原子炉関係機器はポンプ’台を除き，他は全て撤去 自信を持ちながら，経済の回復をひたすら待つとい
したとのことであるが，その他の一般船体部は昔の う隠忍自重の時であり，原子力船時代の到来を伏し
ままに残されている。同船は連邦政府からサウス． て待つということにつきるという印象であった。
カロライナ州にはらい下げられ，今年の9月から博
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所浜造船所設計部畏

（2）重油の規格と性状 国でもそれぞれ国によって異った規格および慨用呼

一般にわが国で市販されている璽油はA亜汕, B 称が使用されている。
亜汕, C重油の3菰類に区分されている。また諸外

第6X(b) 日本および欧米における正油の主要な規格および償用呼称
粘度@50｡C cSも．
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注）1．俄用呼称は必．価用呼称は必ずしも特定の粘度範囲の正油をさすわけではないし，また場所によってもその

呼称範囲に相当のずれがある。ここにはだいだいの推定をかかげた。

※印のものは38.8.C, *印のものは20.Cにおける粘度で規定されている。

第6X(c)世界各地の舶用重油の倒代
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第6X(c)世界各地の舶用亜油の性状（緋き） 凶
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第6X(c)世界各地の舶用亜油の性状（緋き） 凶
。
ご
丘
Ｕ
Ｆ
ｚ
ｕ
Ｃ

ト

ー

凶

工

ｚ

ｕ

岸

津

一

』
画
エ
ヱ
山
匡
工
く
血

凶
ロ
迂
唾
坦
匡
之
凶
。關｜いあう分

(Wt%)

粘度@50｡C

レッド・ウシK

Mo.1 (初ﾂ．

比重

15必｡C

残留炭麦

(Wt%)

木．タミ

(VoIZ).
噸霜・地勇或．

Ｆ

一

劃

【
■
⑳
』

■
▼
白
日
■
■
ｄ
ｑ
ｂ
ｌ
■
ｐ
０

Ｆ
一
一
１

－
《
一
●

《
や
Ｇ
１

字
』
尋
一

年
一
一
辛
伽

一３側Ｄ可３巳。３Ｄ巳３３５嘗1
一

》

門

Ｉ

１
１
１
１

A. 菫油．

了ジ了諸国．

大セアニア．

C 菫油．
日黍．

ゴヒ米．

中蒻丞,_._カリユ壷
索米． ，

欧州．
r也中ﾗ毎

一基』逗一壁_』しシセ
アフリカ．

アジア諸国

《
一

~一

Lp－

‐ー 言冒

紫

【

【

一

」

１

一
《
一

一

【

－

１

q 坪

'一面Z~Z1".
0.32~0.35_

咽5～096.

0.94-0.98‘

0.q4～0.91

0.94～037.

0.93～0.97.

0.93-0R7.

094ヘ'0.W.

0.95～097．

03Z～0.97.

’
２
・
久

一
４
４

一
一
や
一

一
３
３

－
３
３

0.02-1．0

0．12

0.07～1.4 TRACE. 002以頂．

0．4～1.0 f 0.005)ﾒrF.

Z.7～ろ.2. 0JM下. 0.03以下，

'0．9～2．4 0，1以下. 0.0q以下．
1.6～1.8. TRACE. 6.02｡､,0.04.

‐ 二‘‐．－.~..ー.…~~･…一---.---

l.8～3.2 0.3以下. 00I ,､0.06.

1.8～3．3． 0．3以下 0〃～0.05.
1.8～3.3. 0.2以下． 0．1.以下，
1．8－3．4. 0.2以下. 0.0Z～005.

1.7～3.a 0.1臥下. 0．01～0.03.

1.8～3.0. 0‘3以下0.02～0.06.

3.2～4.0, 0.1以下. . 0.06以下：

1.1 ヘ,ZZO.Z-以下0.08以下,
1.9-2.6. 0.1-0,Z.0.05-0.08

0.8～2‘80．｜～0．3. 0.04-0.07.
ZO～3'5. 0, | -0.ZO,03～0.05.
.~~一二 ~.~一.‐ーー.~ｰ ＝

-.-‘､一一.．，．..….. .一.~.~－．．－－~-.--．二一一一一一

_ ．_ー_二一_.．

.._..___言一一
0.8 - 0.03.

一一一

8
/ ／ノ ノ

剰員
■
Ⅱ
８
口
ｄ
９
１
Ｕ
ｄ
■
日
日
ｄ

峠
《
《
《
一
一
、

８
【
ご一写

’
一
《
一
一
一

一
一
一

ｓ
．
ｖ
３
Ａ
Ｎ Z

唱口”．｡S可V5bヨハINn』可OB

宮司X015．01 ／梓
一
坤
智
一
部
一
》
一
報
一
叫
州
一
耐

６
６
６
－
且
７
－
§
Ｊ
５
ｒ

０
．
０
０
－
Ｑ
－
Ｌ
４
Ｌ
Ｌ
Ｑ

●
■

》
一
隅
一
梁
釦
詞
一
》
》
鋤
一
岬
一
綱

伊■

一
回
《 一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
』
一
一
一
《
《
《
古
一
・

soNo．。g l OMOOO紬

宗 宗

引

》
一

ロや

一
室
一
凸
酢

一
計
Ｐ

ご
ｍ
Ｃ
Ｕ
ｍ
－
会
唱
一

局

’ 六セアニア．

'零真曇篁型-－ 0.q6-0.97.

Q95-0.9q.

0.96～0.98.

0,93～0.98.

0．96～047.

一~~~~~~＝一~一~~~~．

q50～1010.

1000～1700.

1500.

_10"_x1900e_
1400-3000.

1350aglML
1100-1500.
1000-1500.

1000.
1000.

》
７
－
０

マ

ー

ー
や

』
し
園
〕９

。
E

、

い

ざ
U

一一

ゴヒ米．
三

フ､海
一
色
一
一
一

叫
一
叩
一
坐
一
一

｛
手
一

10.2

q.5
犀
歯
並
一
一
一
一

一
一
一

』
一
】

皀一卜譽 ご
》

ｆ
〃
酢
一

口
一

匝祠

一
一

一
一
一
一
一
・

１

１

１

１

剣

１

１

『

０

４

１

１

１

１

１

１

１

１

●

１

１

１

１

‐

９

０

『

可

１

４

１

判

３

４

‐

４

１

剴

‐

４

‐

１

１

一一

幸一

』邑一

’ ー1空

函
迷
霊
遡
塑
１
浬
異
黒
倒
（
。
）
網
や
認

一
応
一

『
【
一

一
一
一

一
一
『

一
《
一

三
F-l里

第6X(d)軽油および重油の粘度の温度による変化
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第6表(f)重油および水の比重一温度関係図

第6表(9)温度換算表
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第6表(I,) 日本の船舶の主機関および発迩機関に使用されている燃料油の性状 う場合は，使用時試料に換算しなければならな 酸 素:0=1-("+cz+c+h+3+'I)

い◎ （ 〃 ）

使用時試料2，恒湿試料1，無水試料Oの添 高位発熱量 H/i=(1-w2)Ho

字で表わしたとき，使用時試料，換算した値は (kcal/IE) ．.…⑩

次式で与えられる。 低位発熱丑 H"=Hh－600(9h+")

湿 分：魍璽 (kg/kg) (kcal/kg)…｡.・・伽

全水分：”＝て:U2+(1-"2)wi( " ) (7)潤滑油の種類及び用途等

灰 分: ft=(1-"2)(zI=(1-tU)'zo (1) スピンドル油

（ 〃 ） 主用途として紡綴機械の糖紡機用，小形電動機

炭 素:c=(1－画)co ( '' ) 用、 I怪荷亜高速小形機械の軸受潤滑油用, (ただ

水 素；ルー(1－〔｡)Ao ( '' ) し, i隆荷垂高速小形機械の軸受潤滑油はJ ISス

燃焼性いおう :3=(1--w)$0 （ 〃 ） ピンドル油2号が適当）

窒 素: 'I=(1-zU)"0 ( '' )

第7"a) スピンドル油(JISK2210-1963)

ク ロスヘツドf j咲開、
500秒一油 700秒油

ﾋヒ 菫 l5/4｡C. 0.94～0.95. 0.95～0i96.

粘 度@50｡C. (cStl 90-130． 160- 170

RWNo.1. (秒）. 350-530. 640～rl00.
壷曾炭案分 (Wt%). 8，0- 10｡0. 8,0- 10.0
1八蕊う分z (Wも%). Z,9～3,5. 3.1 - 4,0

昨一へ

型＆

530．
1■専一

10.0 10.0

4‘0

や一や

訓一即

秀電鐡関
｜
咽
一
ｍ

ヘ
ヘ

４８
ｊ

Ｏ

３

｜
》

８３ヘ３３
－

1以下

第6表(i)大形舶用磯関メーカーの提示する燃料油の使用限界性状

F3ヅ’ スゴス． ｜スウェーデン｜ 日率国 名

三菱重工
(UEC)

｜ 械隠メ ーカ SulZeT 66"Verに几MAN'

ヒヒ 重 15/4｡C
粘 度@50｡C(CSt)、

RWNo.1鰯城

霊智炭素分も (Wt%)
オく 分宅 (V0I%)

水§尼分･ (V0l%)

灰 允弓 (Wt%)

q98(a99)以下 0.qq以下

350j火下．

3500以下ゞ

0．97以下

3500以下

0，98以下
一一一一一甲一

3000(10000)以下| 1500以下
記 争1 号糯1号

151火上

2 号
I4以下．
－－

0，5」火下．

10． （15)以下 14以下．
一一一一

ｹ生 歌！

{皇量豐卜
速)通獅毛，
橋1号---8ｽ唯,飢湘
1号､---60． ラ

Z号.--|50. 5

－

2 1ヵ人下

一

2膣1次下
色幟

一
吋
一
州
一
吋

Z ｣吠下 1.0以下

詩語語嘉130以上

0.06(0.12)以下
3（4）以下

伽
一
蒟
而

0,07以下

4.0以下：

8以下‘

蛎
一
麻
一
昨

反 応，

引火環、

中 ヤ生

160以上

樫
一
蛙いあう分．

アスファ'ルテン

(Wb%)
－

(Wt") 8－17．動粘裏
cSI)

32-42,

12,5以_上．

(30｡C) 8～17．
－－

4．0以上｛(KcaL/W)|

(｡c).155以上
冥莞書冬量
引火薫、

|q500以上’

’ 65以上. ’ 65以下’

(50｡C) 4.0以上

65 h人上 1 －5以下

1 1以下
茨，動蕊､．

録司板篤食.(100｡C,

空
地
↓ 際、

-9 1汰下

1以下

毛
－
１

ー

注）1．

2．

3．

（ ）内に記戦した数値は大形の機関に対してのみ適用する。

本表に記戦した数値は保証制限値ではない。

第5表(a), (b),第6表(a), (b), (c), (3), (I,), (i)は，日本舶用機関学会編「舶用機関計画便
覧」を引用した。

(2)冷凍磯油 圧縮ガスの漏れ防止用。

主用途として冷凍機のしゆう勤部の潤滑油用，

第7X(b)冷凍磯油(JISK2210-1963)

1 号
n0冷凍椎瑠）

揺2号 2 号
(150電笂涛巖庭迩(150涛凍捷泊）
Z吃以下 2吃以下．
中ヤ塵 中イ生

Z吃以下

中ャ直

偽:蔵墨)嘘涛麗雄猫）
号No. 1と1ストークスの関係は次式の通りである。

動粘度(ｽﾄｰｸｽ)=0.0026.･R-¥2
． ..“…“，(7)

ただし, R=RW.No. 1 (秒）

なお，燃料油の温度により粘度や比重等も大きく
変化するから粘度を表示する場合には，必ず温度を
明記することになっており，例えばRW.No.1の
粘度は通常50｡Cまたは100｡F(378｡C)における
値を示す。

（4）燃料油の発熱量

燃料油の発熱量とは常温，常圧の燃料と空気の混
合物が完全燃焼し，熱焼生物が最初の温度まで冷却
された場合に外部に放出された熱騒である。発熱量
には高位発熱量と低位発熱通とがあり，熱料油を熱
焼したとき発生する水蒸気が全部凝縮されたときの
発熱鐙を．‘高位発熱量,．といい，水蒸気を凝縮させ
ないときの発熱澄を．低位発熱量”という。

i )発熱量

熱量計で測定される発熱盆は高位発熱歴HA

(kcal/kg)であり，低位発熱量""(kcal/")

は次式で与えられる．

〃〃=Hh－600(9"+w)(kcal/IE) ""･･(8)

ここで，水素A(kg/kg),水分"(kg/IE)

また，工業分析結果から概算を行なう場合に

は次式で与えられる。

H"=81C+(96-α･zU)(Vﾉ"＋画）

(kcal/kg) …･･(9)

ここで，恒湿試料についての固定炭素C

(kg/IE),揮発分Vﾉ"(IE/1E),水

分w("/IE), ":w<5.0%のと

き6.5, 10%>w≧5.0%のとき

5．0

ii)ベース換算

工業分析，発熱量は恒温試料，元蕊分析は無

水試料で測定されるから実際に燃焼計算を行な

性我

155以上

色（ユニ犬＞)，

反 応

2臥下

中性．
145以上

16～路．

q.0｣入上

－35以下
1以下

150以下

3以下

中性．
165以上

6q～79

Z2.0以上

27‘5以下．
1以下

200以モ

25以上

合格．‐

3 jメ下．

中性
165以上§

69～70．
2Z.0以頂

ZZ,5以下
1以頂
ZOO1X下一

合拾．

引 火息 155帆上

32～4Z.

13.5以上動競｛器号
3Z～4Z

13．5以上

－27．5以下

1以下

ZOO以下
25以迄

〆合；格室

流動点､ (｡C)

銅板腐食(100｡C,3h)、
蒸気乳うと度S,
絶縁破壊電圧KV.

クラ､ジフル試裟，

-2油以下
一一一

1以下

200以下

合梧．

プレミアムは2種に，へピィデユーティは3種に

ほぼ該当するが, J IS4菰はAPI分類に属さ

ない高アルカリ性シリンダ柚である。

最近は粗悪油を燃料とするため清浄性の高い舶

用機関油が要求され，特に舶用シリンダ油ではそ

の傾向が強く第7表(9)のようにアルカリ価の高い

各菰類のものが使用されている。

（3）舶用内燃機関用潤滑油(シリンダ油を含む）

主用途として舶用ディーゼル機関のシリンダ潤

滑および循環系統の汕滑(油冷却を含む用),また，

一般に使用目的から大別すればシリンダ油， とシ

ステム油の2菰類となり，品質上から大別すれば

第7表(c)～(9)のとおりで, J ISは1～4種にな

る。API旧分類のレギュラーはJIS1種に，
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第6表(I,) 日本の船舶の主機関および発迩機関に使用されている燃料油の性状 う場合は，使用時試料に換算しなければならな 酸 素:0=1-("+cz+c+h+3+'I)

い◎ （ 〃 ）

使用時試料2，恒湿試料1，無水試料Oの添 高位発熱量 H/i=(1-w2)Ho

字で表わしたとき，使用時試料，換算した値は (kcal/IE) ．.…⑩

次式で与えられる。 低位発熱丑 H"=Hh－600(9h+")

湿 分：魍璽 (kg/kg) (kcal/kg)…｡.・・伽

全水分：”＝て:U2+(1-"2)wi( " ) (7)潤滑油の種類及び用途等

灰 分: ft=(1-"2)(zI=(1-tU)'zo (1) スピンドル油

（ 〃 ） 主用途として紡綴機械の糖紡機用，小形電動機

炭 素:c=(1－画)co ( '' ) 用、 I怪荷亜高速小形機械の軸受潤滑油用, (ただ

水 素；ルー(1－〔｡)Ao ( '' ) し, i隆荷垂高速小形機械の軸受潤滑油はJ ISス

燃焼性いおう :3=(1--w)$0 （ 〃 ） ピンドル油2号が適当）

窒 素: 'I=(1-zU)"0 ( '' )

第7"a) スピンドル油(JISK2210-1963)

ク ロスヘツドf j咲開、
500秒一油 700秒油

ﾋヒ 菫 l5/4｡C. 0.94～0.95. 0.95～0i96.

粘 度@50｡C. (cStl 90-130． 160- 170

RWNo.1. (秒）. 350-530. 640～rl00.
壷曾炭案分 (Wt%). 8，0- 10｡0. 8,0- 10.0
1八蕊う分z (Wも%). Z,9～3,5. 3.1 - 4,0

昨一へ

型＆

530．
1■専一

10.0 10.0

4‘0

や一や

訓一即

秀電鐡関
｜
咽
一
ｍ

ヘ
ヘ

４８
ｊ

Ｏ

３

｜
》

８３ヘ３３
－

1以下

第6表(i)大形舶用磯関メーカーの提示する燃料油の使用限界性状

F3ヅ’ スゴス． ｜スウェーデン｜ 日率国 名

三菱重工
(UEC)

｜ 械隠メ ーカ SulZeT 66"Verに几MAN'

ヒヒ 重 15/4｡C
粘 度@50｡C(CSt)、

RWNo.1鰯城

霊智炭素分も (Wt%)
オく 分宅 (V0I%)

水§尼分･ (V0l%)

灰 允弓 (Wt%)

q98(a99)以下 0.qq以下

350j火下．

3500以下ゞ

0．97以下

3500以下

0，98以下
一一一一一甲一

3000(10000)以下| 1500以下
記 争1 号糯1号

151火上

2 号
I4以下．
－－

0，5」火下．

10． （15)以下 14以下．
一一一一

ｹ生 歌！

{皇量豐卜
速)通獅毛，
橋1号---8ｽ唯,飢湘
1号､---60． ラ

Z号.--|50. 5

－

2 1ヵ人下

一

2膣1次下
色幟

一
吋
一
州
一
吋

Z ｣吠下 1.0以下

詩語語嘉130以上

0.06(0.12)以下
3（4）以下

伽
一
蒟
而

0,07以下

4.0以下：

8以下‘

蛎
一
麻
一
昨

反 応，

引火環、

中 ヤ生

160以上

樫
一
蛙いあう分．

アスファ'ルテン

(Wb%)
－

(Wt") 8－17．動粘裏
cSI)

32-42,

12,5以_上．

(30｡C) 8～17．
－－

4．0以上｛(KcaL/W)|

(｡c).155以上
冥莞書冬量
引火薫、

|q500以上’

’ 65以上. ’ 65以下’

(50｡C) 4.0以上

65 h人上 1 －5以下

1 1以下
茨，動蕊､．

録司板篤食.(100｡C,

空
地
↓ 際、

-9 1汰下

1以下

毛
－
１

ー

注）1．

2．

3．

（ ）内に記戦した数値は大形の機関に対してのみ適用する。

本表に記戦した数値は保証制限値ではない。

第5表(a), (b),第6表(a), (b), (c), (3), (I,), (i)は，日本舶用機関学会編「舶用機関計画便
覧」を引用した。

(2)冷凍磯油 圧縮ガスの漏れ防止用。

主用途として冷凍機のしゆう勤部の潤滑油用，

第7X(b)冷凍磯油(JISK2210-1963)

1 号
n0冷凍椎瑠）

揺2号 2 号
(150電笂涛巖庭迩(150涛凍捷泊）
Z吃以下 2吃以下．
中ヤ塵 中イ生

Z吃以下

中ャ直

偽:蔵墨)嘘涛麗雄猫）
号No. 1と1ストークスの関係は次式の通りである。

動粘度(ｽﾄｰｸｽ)=0.0026.･R-¥2
． ..“…“，(7)

ただし, R=RW.No. 1 (秒）

なお，燃料油の温度により粘度や比重等も大きく
変化するから粘度を表示する場合には，必ず温度を
明記することになっており，例えばRW.No.1の
粘度は通常50｡Cまたは100｡F(378｡C)における
値を示す。

（4）燃料油の発熱量

燃料油の発熱量とは常温，常圧の燃料と空気の混
合物が完全燃焼し，熱焼生物が最初の温度まで冷却
された場合に外部に放出された熱騒である。発熱量
には高位発熱量と低位発熱通とがあり，熱料油を熱
焼したとき発生する水蒸気が全部凝縮されたときの
発熱鐙を．‘高位発熱量,．といい，水蒸気を凝縮させ
ないときの発熱澄を．低位発熱量”という。

i )発熱量

熱量計で測定される発熱盆は高位発熱歴HA

(kcal/kg)であり，低位発熱量""(kcal/")

は次式で与えられる．

〃〃=Hh－600(9"+w)(kcal/IE) ""･･(8)

ここで，水素A(kg/kg),水分"(kg/IE)

また，工業分析結果から概算を行なう場合に

は次式で与えられる。

H"=81C+(96-α･zU)(Vﾉ"＋画）

(kcal/kg) …･･(9)

ここで，恒湿試料についての固定炭素C

(kg/IE),揮発分Vﾉ"(IE/1E),水

分w("/IE), ":w<5.0%のと

き6.5, 10%>w≧5.0%のとき

5．0

ii)ベース換算

工業分析，発熱量は恒温試料，元蕊分析は無

水試料で測定されるから実際に燃焼計算を行な

性我

155以上

色（ユニ犬＞)，

反 応

2臥下

中性．
145以上

16～路．

q.0｣入上

－35以下
1以下

150以下

3以下

中性．
165以上

6q～79

Z2.0以上

27‘5以下．
1以下

200以モ

25以上

合格．‐

3 jメ下．

中性
165以上§

69～70．
2Z.0以頂

ZZ,5以下
1以頂
ZOO1X下一

合拾．

引 火息 155帆上

32～4Z.

13.5以上動競｛器号
3Z～4Z

13．5以上

－27．5以下

1以下

ZOO以下
25以迄

〆合；格室

流動点､ (｡C)

銅板腐食(100｡C,3h)、
蒸気乳うと度S,
絶縁破壊電圧KV.

クラ､ジフル試裟，

-2油以下
一一一

1以下

200以下

合梧．

プレミアムは2種に，へピィデユーティは3種に

ほぼ該当するが, J IS4菰はAPI分類に属さ

ない高アルカリ性シリンダ柚である。

最近は粗悪油を燃料とするため清浄性の高い舶

用機関油が要求され，特に舶用シリンダ油ではそ

の傾向が強く第7表(9)のようにアルカリ価の高い

各菰類のものが使用されている。

（3）舶用内燃機関用潤滑油(シリンダ油を含む）

主用途として舶用ディーゼル機関のシリンダ潤

滑および循環系統の汕滑(油冷却を含む用),また，

一般に使用目的から大別すればシリンダ油， とシ

ステム油の2菰類となり，品質上から大別すれば

第7表(c)～(9)のとおりで, J ISは1～4種にな

る。API旧分類のレギュラーはJIS1種に，
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－1~－

塊7表偲）内職機関に用いるシリンダ油の祉顛
第7調ご）内燃機関用澗滑油1m(JISK2215-1966)

主搬.閏の用途．
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

大形貨物鎧タンカー，

『委鰯鰯龍

夕Ⅲ油の種類と分類
刀切り価｜嘘用名．

40-70.|鳥了)1"り性うりJダ麹
30-m. IIﾏﾙ蒟y諺ｼﾘﾝﾀﾞ､油

船用己リン
外親｜粘及
油輯ISAE40,50

刻上状懸渇洲SAE40,50

一

搬閏形弐．
Z 号 号 記 一語

注)1.労(1).シス
・テム油とし2

用いわれ形〃

Z.37.78｡Cの
粘度起報

告すわ。

4号

6以下

中 ，踵．

3 号
一
脈
一
性

５
－
７
中

－

クロスヘヅ臘
一

(ユニ大ン）

応．

色
一
反

4吃以下
■■－

中 +生

5以下

中 ウ圧．
油
油

点
留
ゴ
帳
シ
タ
リ
ン

シ
リ
性
獲
り
、

吻
副
詩
船

Z5-50

10－25
引火豆､ (｡C)

-璽塗鍔叩"9℃
190以下

5，73以上

ZOO以_L

16.8以上．

~万7束言
65」メーヒ

油状 SAE",50200以工 200以上. 1

1Z.9以エ. |
16．8未満’
65以上. ！

9.6Z以上

面可粟蕊
シ砲トランクげスト。

9.6Z以上
－

75 」メ上

"')"
SAE30,40 鮠用HD形シリンダ油‘油択 5－25…粘度指致 矛各鋸．

|巍動具. (｡C1
1残涕糞奏分（恋
|寒気乳化度言~‐
|を司祇鹿食(1M｡C.3h)
篝ﾐ委走裏(170｡C, 1抑

-1Z5以上| -7.5以下’ －5跳頑1－5以下
一

フIノーに｡スト塾
上p聖ルステう､フク

SAE50!

SAE30

20-501ﾌﾘｰ欧ﾄﾝ3，ﾘ"',知

|20-501段ﾙｽ刃切工鐵ひ油

油
一
油

』だ
一

斗だ0，7以下l 1.0.以下. 1 1､Z以下

600以下. ’ 1 一

0．3

両0
1

賑
一
癖
一
嫁

中形貨物鉛

1 上人下’ 1以下l

合諾弓 ｜合拾’ 巻鶚ー
舶用内燃機関用澗滑油の選定は，つぎの諸点を考倣してその品質および粘度を定めるべきである唇

i)機関の形式・出力

日本船主協会傘下の中・大形機関240災についての統計では，つぎの傾向を示している：

注） 】

合措

第7"d) 内燃機関用潤滑油2M(JISK2215-1966)
クロスヘツド|ﾄﾗﾝｸけｽﾄﾆ/’ご り シ ダ､、 う由一

5号 ’ 記事
;劃1.粥(1).うｽ元、

油上し2用い
Fうれ酸ｲb防

止惟IX改善さ
れ“"〕、

231,78唇“粘
度乞羅告すあ．

菰
Ｑ１０５や

一
へ
－
１

烏了ルカリ性(SAE40 100%
一＝ー－－

一
喝

倖
【
Ｊ

向
１
０
％
｜
％

ｰ
一

つ2 又
』

三
つ 4 号

HD油 (SAE4J40ｲ生菰》

gl >に荒》 (｡c) IHL払呈一I zoO以上.1200_lMLLI200以上 ﾌ。しミアム油(SAE"-50) 翻
詞

’
一
一

蕊禦神｡C卜篭蓋+器z篝型t篭装+器螢書
しギユラー油(SAE40-50)

十豊鶏1芳慧
ii)潤滑方式

ドライサンプ式か， ウエットサンプ式か，シリンダ潤滑油に機力給油器の採用の有無など，

般近の傾向は次の測りu

：

一
姓
一
睡
一
唾
疵
一
議

》
０
－
５
－
０
０
．

五
厘
１
Ｍ
埋

迩
嚥
一
一
瞬
下

一
宿
一
空
地
地

一
一
一
一
や
■

2明"し4吋〃し

トァク画トン．
ドライ式．

O
一一・ .ニ ．‐‐

4-寸うクル

トラ”巴ｽﾄご/；
ド､うう式

2サうクル

ジステム麹． クロスヘ､フド、
ドライ式．

HD油訟罰＝二意

型的

8皐飛三爲含

験嵐筥宝石苛

莞公蚕謝．．

｝ ‐
｝61%

苅
靭
訓

Ｅ
一
旦
Ｅ
官
Ｅ

Ａ
－
Ａ
Ａ
ｌ
Ａ
Ａ

旦
皇
３
３
ｓ

睡
一
雍
函

唖

葬

一一一

０
，
０

－

鋪7X(I) 伺左4 舷

(JISK2215-1966)

第7z(e) 内燃磯関用潤滑油1狐

(JISK2215-1956) 0
一一一一■全一

0
二

－

０
－
０

’ ｝墾
巻

号別 39%0

号’
4 二

つ 5 号ろ
'踵茨

壁 引火鳶、 (｡C).

¥等型{蝋澗｡‘
iii)ピストン冷却方式

一般に油冷式には，水冷式よりも高品質のシステム油が要求される。

iv)運転条件

漁船は，一般商船に比べ負荷条件が激しく潤滑条件がきびしいことを忘れてはならない。

v)使用燃料の性状

シリンダ油については，おおよそ次の優先順位で推砺されている。

A重油使用船 HD油＞プレミアム油

B重油使用船；高アルカリ性油>HD油＞プレミアム油

C重油使用船ネ高アルカリ性油>HDilh

vi)経済性：実梢に応じて考慰される。

②

言『
－も－

粕屋指数
一一』一一■ー一

流｣動烹、島 <｡C).

彌引
アルカリ

41tgLK
⑤

|⑤|硫壷j天分(％）

性状の項は左表(e)を参蝿

※'･{②上側｝は主としてシリンダ油として用

い,酸化防止性が与えられ，かつ浦浄性が高度

に改善されたものc

37.78℃の粘度を報告する』

注）1． ※(1)シリンダ油およびシステム油として共用さ

れ，酸化防止性と消浄性が改善されたもの。

2. 37.78｡Cの粘度を報告する，

注）1

2

3．

57
56

通
番

（1）

3 号

200以上

4‐ 号

200以上

5号

②

里
⑤
③

以上

12.9矛濁

－15以下

25以上

報 告．

12.9以上

i6.8未満

50j次上

－5以下

25以上

168以上

22〃

50以上

－5以下

Z5j急上上
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塊7表偲）内職機関に用いるシリンダ油の祉顛
第7調ご）内燃機関用澗滑油1m(JISK2215-1966)

主搬.閏の用途．
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

大形貨物鎧タンカー，

『委鰯鰯龍

夕Ⅲ油の種類と分類
刀切り価｜嘘用名．

40-70.|鳥了)1"り性うりJダ麹
30-m. IIﾏﾙ蒟y諺ｼﾘﾝﾀﾞ､油

船用己リン
外親｜粘及
油輯ISAE40,50

刻上状懸渇洲SAE40,50

一

搬閏形弐．
Z 号 号 記 一語

注)1.労(1).シス
・テム油とし2

用いわれ形〃

Z.37.78｡Cの
粘度起報

告すわ。

4号

6以下

中 ，踵．

3 号
一
脈
一
性

５
－
７
中

－

クロスヘヅ臘
一

(ユニ大ン）

応．

色
一
反

4吃以下
■■－

中 +生

5以下

中 ウ圧．
油
油

点
留
ゴ
帳
シ
タ
リ
ン

シ
リ
性
獲
り
、

吻
副
詩
船

Z5-50

10－25
引火豆､ (｡C)

-璽塗鍔叩"9℃
190以下

5，73以上

ZOO以_L

16.8以上．

~万7束言
65」メーヒ

油状 SAE",50200以工 200以上. 1

1Z.9以エ. |
16．8未満’
65以上. ！

9.6Z以上

面可粟蕊
シ砲トランクげスト。

9.6Z以上
－

75 」メ上

"')"
SAE30,40 鮠用HD形シリンダ油‘油択 5－25…粘度指致 矛各鋸．

|巍動具. (｡C1
1残涕糞奏分（恋
|寒気乳化度言~‐
|を司祇鹿食(1M｡C.3h)
篝ﾐ委走裏(170｡C, 1抑

-1Z5以上| -7.5以下’ －5跳頑1－5以下
一

フIノーに｡スト塾
上p聖ルステう､フク

SAE50!

SAE30

20-501ﾌﾘｰ欧ﾄﾝ3，ﾘ"',知

|20-501段ﾙｽ刃切工鐵ひ油

油
一
油

』だ
一

斗だ0，7以下l 1.0.以下. 1 1､Z以下

600以下. ’ 1 一

0．3

両0
1

賑
一
癖
一
嫁

中形貨物鉛

1 上人下’ 1以下l

合諾弓 ｜合拾’ 巻鶚ー
舶用内燃機関用澗滑油の選定は，つぎの諸点を考倣してその品質および粘度を定めるべきである唇

i)機関の形式・出力

日本船主協会傘下の中・大形機関240災についての統計では，つぎの傾向を示している：

注） 】

合措

第7"d) 内燃機関用潤滑油2M(JISK2215-1966)
クロスヘツド|ﾄﾗﾝｸけｽﾄﾆ/’ご り シ ダ､、 う由一

5号 ’ 記事
;劃1.粥(1).うｽ元、

油上し2用い
Fうれ酸ｲb防

止惟IX改善さ
れ“"〕、

231,78唇“粘
度乞羅告すあ．

菰
Ｑ１０５や

一
へ
－
１

烏了ルカリ性(SAE40 100%
一＝ー－－

一
喝

倖
【
Ｊ

向
１
０
％
｜
％

ｰ
一

つ2 又
』

三
つ 4 号

HD油 (SAE4J40ｲ生菰》

gl >に荒》 (｡c) IHL払呈一I zoO以上.1200_lMLLI200以上 ﾌ。しミアム油(SAE"-50) 翻
詞

’
一
一

蕊禦神｡C卜篭蓋+器z篝型t篭装+器螢書
しギユラー油(SAE40-50)

十豊鶏1芳慧
ii)潤滑方式

ドライサンプ式か， ウエットサンプ式か，シリンダ潤滑油に機力給油器の採用の有無など，

般近の傾向は次の測りu

：

一
姓
一
睡
一
唾
疵
一
議

》
０
－
５
－
０
０
．

五
厘
１
Ｍ
埋

迩
嚥
一
一
瞬
下

一
宿
一
空
地
地

一
一
一
一
や
■

2明"し4吋〃し

トァク画トン．
ドライ式．

O
一一・ .ニ ．‐‐

4-寸うクル

トラ”巴ｽﾄご/；
ド､うう式

2サうクル

ジステム麹． クロスヘ､フド、
ドライ式．

HD油訟罰＝二意

型的

8皐飛三爲含

験嵐筥宝石苛

莞公蚕謝．．

｝ ‐
｝61%

苅
靭
訓

Ｅ
一
旦
Ｅ
官
Ｅ

Ａ
－
Ａ
Ａ
ｌ
Ａ
Ａ

旦
皇
３
３
ｓ

睡
一
雍
函

唖

葬

一一一

０
，
０

－

鋪7X(I) 伺左4 舷

(JISK2215-1966)

第7z(e) 内燃磯関用潤滑油1狐

(JISK2215-1956) 0
一一一一■全一

0
二

－

０
－
０

’ ｝墾
巻

号別 39%0

号’
4 二

つ 5 号ろ
'踵茨

壁 引火鳶、 (｡C).

¥等型{蝋澗｡‘
iii)ピストン冷却方式

一般に油冷式には，水冷式よりも高品質のシステム油が要求される。

iv)運転条件

漁船は，一般商船に比べ負荷条件が激しく潤滑条件がきびしいことを忘れてはならない。

v)使用燃料の性状

シリンダ油については，おおよそ次の優先順位で推砺されている。

A重油使用船 HD油＞プレミアム油

B重油使用船；高アルカリ性油>HD油＞プレミアム油

C重油使用船ネ高アルカリ性油>HDilh

vi)経済性：実梢に応じて考慰される。

②

言『
－も－

粕屋指数
一一』一一■ー一

流｣動烹、島 <｡C).

彌引
アルカリ

41tgLK
⑤

|⑤|硫壷j天分(％）

性状の項は左表(e)を参蝿

※'･{②上側｝は主としてシリンダ油として用

い,酸化防止性が与えられ，かつ浦浄性が高度

に改善されたものc

37.78℃の粘度を報告する』

注）1． ※(1)シリンダ油およびシステム油として共用さ

れ，酸化防止性と消浄性が改善されたもの。

2. 37.78｡Cの粘度を報告する，

注）1

2

3．

57
56

通
番

（1）

3 号

200以上

4‐ 号

200以上

5号

②

里
⑤
③

以上

12.9矛濁

－15以下

25以上

報 告．

12.9以上

i6.8未満

50j次上

－5以下

25以上

168以上

22〃

50以上

－5以下

Z5j急上上



一

（4）ギア油 滑に移る。またギア汕には多くの菰類があり，ス
主用途として歯車の潤滑油として用いられ，歯 ピンドル油のような低粘度から非常に高粘度の配

車の潤滑状態は，高速低荷重の場合には流体潤滑 合汕まで用し､られる。
で，低速高荷重になるほど混合潤滑または境界潤

第7Z<h)ギア油の甑顛

鋪7Wk)ギア油3m(JISK2219-1967)

墓護
引火意、
｡C.

動猪度cSt
(q8.8q｡C).

う元迩だ、
｡C

粘慶指数 混濁試霊

合一 』篭

う一一
〃合：溶一

具
つ
一
二
つ
一
二
。

８
花
茜

１
’
２
言
。

170以上

170以上
170以ヱ

一
》
一
《
一

ａ
－
５
－

１
２
」

－20以下．

－12‘5以~R

0 上メ下．

蛙
一
子
一
畦

唯
一
、
一
蛙

距
一
ウ
ー
詣40未震

APIサービ､ス

分霊との対照
或 分 雷 長．

了油にアスファルト惟物盲蓋享鍾壺嵯対すゐ箱老
不燃§'性容一制Zn季釈し震もの性X,耐ボ姓大』扇流千‘ヌ

ワイャローフ｡Lミイ吏詞．

才童塞 極圧添加剤を含み，主として自動1nその他の高速，荷亜高歯車に用いるo

JISK2518,によるあわ立ち試験結果およびJISK2519による耐荷能賦験結果を報告する。

館7X(1) AGMAによるギア油の粘度分旗

(AGMA250・02-Dec､ 1955,AGMA252.01-Mayl959)

注) 1

2
鉱油乗ギ

廷う皇含
もある．

開方虻苧了油

霧繍鰯41錐-‘殻疲痘の茜軍扇．

忌諾度'油性成員､ﾍﾞウオ 6L-2，
－ム壼牢に便用．

!極圧健ﾀ､鞍りX,一遜握

蓉蕊蕊鍵舗墓GL-5.
季に煙用．

5L－1

6L-2

純鉱油泉和讃う白,華化防止制‘芝別''上め
用添加誠流動鳶､降下剤など.蓮加え碇
もの．

鋲油果ギ‘了

調，
AGIvlA

粘塵 愚痕号

合
一
玩
一

を
・
一

％
聖

ぬ
あ
一

一
も
一

ろ
の
一

脆
豆

油
た

性
尤

適
．
“

了
＄

や合口〕
一
ｍ
ロ

ー一一一一一一一一一

１
二
２
二
。

~

制.弱便'七が封非寓

非毛
寸
含

が
量

痔
少

侭
的

弱
較

が
比

応
乏

反
清

の
加

と
添

面
圧

種
種津ＰＥ朕ル

油
づ
了

マ
ギ

〃
牛
一
員
〕５

－
６

マう沁朕EP用添加寿蓮比較駒秒量に

配合し庭もの,叉〔ま金嘉養面との反応

7. Co"Lp耐荷吏龍大ｦ目動幸のハ
イボイドタ遙票婆動詣車
Lこ震飼，

■

｜

Ｐ
一

岬
《
一
Ｐ
一
託
灸
弐

Ｃ
Ａ
－
症
－
３
－
４
５

－

■

一

８
－
８４

５
－
一

Ｌ
Ｌ

６
６

墨
合
い
配

ん
を

丁
妙

列
篝

嘩
趣

剤
有

加
乗
．

添
鉛
な

厘
亜
あ

極
篭
球

在
渥
の

き
ん
も

大
り
危

鎌
ハ
ヵ
しｌ

油了睡圧羊，了油睡圧羊

’
GL-4はアメリカ軍規描MIL-L-2105に対応十る･
GL-5はアメリカ軍規格MIL-L-2105Bに対応する，

第7"i)ギア油1"(JISK2219-1967)

E)1
ワ ク

ナ
ー
ＰＥ

６
－
７
８

頭

一
畳
一
畳
一
蚤
一
計
薮
雪
罰
討

到

華
－
１
－
２
－
３
－
４
－
５
－
６
’
７
－
８

韮
、

ComP: 3～10%の遊離の少ない牛脂その他の適当な獣脂を混合した配合ギア油であり，主とし
て歯車に使用する。

第7謎1ウAGMA規描による密閉式歯車用潤滑油選定表（ウォーム歯車を除く）

(AGMA250・02-Dec.1955,AGMA252.01-Mayl959)

注）1

反応引糯・
中性. 170以上．

bーーーーー今 一 ● 一マーーセ

' 180 '

今 180 ら

' 190 f

ヴ 190 シ ，
一・ー一~｡ .~｡~ーーヨ

ゥ 別0ヶ｜

令 Zmぅ ｜
中性,伽以上.’

｜
一
議
一
鈍
一
許
一
議

一
癖
－
５
－
０
－
唯
一

－
２
．
２
－
且
４
’

』
■

』
↑

二
一
唯
一
今
一
今
唯

一
清
一
加
一
お
一
犯

｜

Ａ

ｌ

｜
訓
度
Ｔ
味
参
牢
配
頤
顕
印
唖
配
距
医

眼
配
頭

一
Ａ
》
韮
一
》
多
懸
垂
・
雫
．
垂
．
哩
越
．
梨
堀
韮
唾
払
唾
１

工
一

又

０

一

一
一
局
引
一
Ｚ
Ｚ
３
ｌ
ｚ
３
ろ
２
３
４
・
Ｚ
３

Ｚ

３

２

オう云ml,

低鎚歳卑幸)ひ距麗更

審議弾<2)6

扇室温庭．
－10～52｡C

ろ又i<X4ER

4 ラ ‘ ぅ
4 台 今 ．

形 式

０
０
０

２
２
５

ＯＳ
副
上

記
へ
以

軸
１連

テ
薮

″
『
‐
段Ｌ

垂
０
〃
Ｏ
Ｌ

量
へ
以
、
衷
一
払
暹
峨
猿

－
０
ト
０

一夕

０
０
０
０
０
０
↓
箱
う
賑
う

ワ
ム
ヮ
４
Ｅ
ザ
ウ
＆
ワ
Ｌ
兵
Ｊ

評

幟

全

夕

意

"

一
ｓ
４
Ｊ
今

で､､．

～ 50

Lメ上．

乳で.，
－ うO

j火星‘

ナ
ウ
台

ラ
ラ
ラ

平寿 呼釣

（2段藏建)．
注）1 主として一般機械の比較的軽荷璽歯車に用いる。

第7X(j)ギア油2種(JISK2219-1967)
３
４
．
５

今

4ER

gEP

学
ク
う

平 ＃子 耶由

（3竣減亜)‘
E CSt'.

T~-~Fi~WFB-可弓~両一霊終
引X点、

。C １
」
一
へ動

犯

幸
地

ご
』

粘慶指故

屍
コ
ー
ュ
コ
｜
二
つ
二
塁
。

１

２
３
４

40=2.､，

40以エ．

八距窺30煮載
30以上，

3重 鐙．

' .4EP
今 ラ

国
〕
〃
４

呼
一
ナ
ー
ラ
ー
ー
今

－20以下．

－20 ケ．

－15 ÷

-15 "

－10 参

一10 チ．

O ろ．
0以下．

■一一一一ー‐ーー一一一｡■一■ロー

平
準

歯
歯

墨
芝

睡
｛
、

》
叩
一
妬
型

う
『
今
ク
｜
う

Ｐ
Ｐ

－
上
Ｅ

４
５

今
つ

４
５

.__－．－－－－____－__二:ニーーーーー_------

一
心
一
ｂ
一
参
一

蓋
塚
尹
誇

一
癖
一
お
一
訓
娠
一

二
エ
ー
ー
ー
エ

ー
以
一
ナ
ー
ゥ
ー
以

一
帽
一
加
一
あ
あ
一

一
垂
一
一
一

え回.4EP
2

45号 ャ
｜

ギ
ー
通

一ド、モータ

蓮琶阜X(I)
一
一
《
一
託
一
》
’

種 鍾，全0sL
'7号. ’
8号’

ラ
ー
ラ

ー

※(1)回転数3,600rpmまたはピッチ線速度1,220m/min以上をさす，運転条件によっては1級
上または下の溌号の潤滑油を用いたほうがよいこともある。

※(2)歯而圧の高いもの，ピークロードの高いもの，衝撃荷重のあるものなど過酷条件の場合には
EPタイプが適する。

59

注）1
’ 165以上

極圧添加剤を含み,主として自動車その他の高速．高荷璽歯車に用いる。

JISK2518によるあわ立ち試験結果を報告する。

58

注）1

2

2

1 -

剴右 意 範露

37．8 oC
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哩
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叩
１
－
Ｆ
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Ｊ
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０
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一
園
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・
試
一
Ｑ
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ｌ
旧
一
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６

－→－

４
－
８
－
・
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一

一
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｜
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一
■
一

助
加
助
一

逃
一
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０
－

剖

如
一
伽
一
杣
一

耳一一一一巳一●■

－幸一一
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､5‘
｜
恥
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“
一
》
》

一
率
一
郷
一
坤
一
蝉

里
上
帝
蚕

■

Ｉ

ｒ

１
夢
ｂ
ｌ
皇
０

壺
一
遮
一
毎
一
諜

卓
一
堂
４
″

帽
議
｝
茄
引

一
一
凸

SUS

画一一一一一
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一
空
一
“
一
ｍ
一
弘
一

一
一
一
一
一
理

１
－

５

’

一

一
栂
一
燭
一
切
一
畑
一

一
一
“
一
あ
一
”
一
ｍ

一
一
剖
一
部
一
部
一
・
計

一
一
一
釦
稚
一
店
一
卸

流j勤怠、

oC
－1ハ1，1下

0

ウ

］
・
一
灸
一
ろ

ムク
ウ

5上人下

‘銅坂腐痕

(iOooC,3h）
雄
一
針
一
針
一
外

ｌ
－
１
Ｔ
－
１

ｑ
一
令
一
ｑ
一

ウ
ー
ケ
・
ウ
』

１
１
－
分
Ｊ
一
ィ
上
一

1」火下．

30以上60未満．

60 ぅ 80 ヶ ．
105 今 150 ゥ ．

ー毒一一一q■ー■一一口画一一一一 昏F－

150以エ215未3両．
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（4）ギア油 滑に移る。またギア汕には多くの菰類があり，ス
主用途として歯車の潤滑油として用いられ，歯 ピンドル油のような低粘度から非常に高粘度の配

車の潤滑状態は，高速低荷重の場合には流体潤滑 合汕まで用し､られる。
で，低速高荷重になるほど混合潤滑または境界潤

第7Z<h)ギア油の甑顛

鋪7Wk)ギア油3m(JISK2219-1967)
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館7X(1) AGMAによるギア油の粘度分旗

(AGMA250・02-Dec､ 1955,AGMA252.01-Mayl959)
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第7"i)ギア油1"(JISK2219-1967)
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第7謎1ウAGMA規描による密閉式歯車用潤滑油選定表（ウォーム歯車を除く）

(AGMA250・02-Dec.1955,AGMA252.01-Mayl959)
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第7Zn) AGMA規描によるウォーム歯車および妓形ウォーム歯車用潤滑油選定表

(AGMA250.02-D"､1955)
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アルゼンチン共和国向け漁業調査船コンサルタン

ト契約締結

アルゼンチン政府は， 日本政府の資金援助のもと

に，約750総トンの漁業調査船を日本で建造するこ

とになった。

同政府は， この船舶のコンサルタント業務を一般

に公募していたが,NKはこれに応募し指名され

た。このため，本部から担当技師が同国に赴き，政

府関係者と協議の結果，双方合意に達し，昨年11月

30日契約の調印を行なった。この契約により,NK

の行なう業務は次のとおりである。

｡建造仕様書，一般配僻図，技術関係資料，図面

および計算書の作成

・入札関係書類の作成

･入札業務

･建造契約の援助

･図面審査および津造工率の監督

･保証期間内の技術サービス

■繁忙度増すNKのコンサルティング業務

NKのコンサルティング業務の伸展について，本

誌Vol.51No. 10に報じたが，その後この業務は

次第に繁忙度を期している。次にその主なものを紹

介する。

PromptShipping社向けコンテナ船進水

香港の船主,PromptShipping社から3,800DWT

型コンテナ船の船聿購将業務を委嘱された。

この船舶は，昨年9月7日，株式会社臼杵鉄工所

・臼杵造船所で起工され，その後，鋭意工事が進め

られていたが，同年12月15日無*進水し, Tunghai

Career(東海）と．命名された。

進水式には，船主側からPromptShipping社の

銭社長失姿初め多数が列席し,NKからは桝田常務

理那外関係者が出席し，盛大に式が行なわれた。

※(1)予想される周囲温庇より低流動点の油を用いること。

※12)2,400rpmまたはすぺり速度610m/min以上の場合には強制給油とし，本表記戦の瀞号より

低粘度の油を使用する。

第7表(a)～(n)は日本舶用機関学会綴「舶用磯関計画便覧」を引用した。

（つづく）

注）1．

2．

3．

ー

引用文献※1.数育テキスト研究会刊「商船設計の韮礎知識」

※2.館6Z(e)海文堂刊「商船機関部計画」

発売中〃●FRP船艇の勉強に最良の教本./

新版･強化プラスチックボート
戸田孝昭著・B5判新装／図版330余版

定価3,800円／送料240円

、内容＠

1 FRPとその選材 14． サンドイッチ榊造について

2. FRP板の性質 15. 12mサンドイッチ椛造艇

3． ガンネル部の蓑とめ 16． 米海軍のFRPボートの歴史

4． 腫一ポート 17 FRP製掃海艇

5． 皷挺用ポート 18． ノルウェイ船級協会規則

6． 小型セーリングポート 19． 11m内火挺

7． アウトポードランナパウト 20. 13m艇のファミリー化

8． 木 型 21． 18m交通艇

9. FRP型 22. 17m艇の建造

10. 7m外洋挺 23. FRPの破損と修理

11. 6m内火艇 付1． FRPポートのオーナーのために

12． 5．6mランナパウI、 付2. FRPボートの製造検査について

13． セーリングクルーザー 付3． 用語解説

発行元．舵社東京都中央区銀座5-11-13電・03（543）6051／振替東京1-25521

発売元．天然社東京都新宿区赤城下町50電･03(267)1950/振替東京6-79562

インドネシア政府向け設標船進水

インドネシア政府から，同政府向け680総トン型

設標船2笠について＝ンサルタントの委嘱を受け

た。これらの船舶は，昨年8月16日，株式会社新潟

鉄工所・新潟工場で起工されて，その後，鋭意工蛎

が進められていたが，第1船は同年10月25日，第2

船は同年12月14日それぞれ無事進水した。なお第1

船および第2船は，それぞれPARI,PARAJAPA

TIと命名された。

進水式には，いずれもインドネシア大使館の高官

とNKの秋田副会長が列席し，盛大に式が行なわれ

た。

北九州支部の新蕊務所完成（下写真）

昨年4月28日着工以来，工郡が進められてbtたN

K北九州支部の新築事務所は、同年11月10日完成

し， 15日の本会創立記念日に合わせて，竣工引渡し

式と披露パーティが催され， 20日から新事務所での

業務が開始された。

新1F務所は旧事務所跡に建てられ、住所および電

話番号は次のとおりである。

住所・北九州市門司区浜町1番22号（郵便番号801）

電話・093-331-8831～4

インドネシア向け補給船の監督を派遣

インドネシア政府から，同政府向け650総トン型

灯台補給船1隻の船主監督業務を委嘱された。

この船は，いま，インドネシアのIPPA造船所

で建造中である。この監督として，船体，機関，電

気の関係技師が現地に派遺されることになり，その

第1陣として船体関係の技師が昨年11月22日造船所

所在地のセマラン向け出発した。
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第7Zn) AGMA規描によるウォーム歯車および妓形ウォーム歯車用潤滑油選定表

(AGMA250.02-D"､1955)
可

．惨
ー

ワズ－ム

回転蕊

(1.P110.

700以下．

700 ナ ，

450 ケ ．

450 ' ．

300 ぅ ．

300 ケ．

2釦ク．

250 今 ．

200 ヶ ．

ZOO城下．

中 )V距逵

(C初し）『
周囲過度。C、’
16~寿『6撫)｢ご10看~蒐訓

IS以下(円蔵諺1

15以下(笠．溌）
15～30(円蔵琵)．

15-30(壷毒).

30‘､．45<貝喬諺〉

30～45(1玉影)．

45－60(月荷形）

45－69(鼓形)．

60以エ(円寓影）
‘0跳上(垂彩〕

アルゼンチン共和国向け漁業調査船コンサルタン

ト契約締結

アルゼンチン政府は， 日本政府の資金援助のもと

に，約750総トンの漁業調査船を日本で建造するこ

とになった。

同政府は， この船舶のコンサルタント業務を一般

に公募していたが,NKはこれに応募し指名され

た。このため，本部から担当技師が同国に赴き，政

府関係者と協議の結果，双方合意に達し，昨年11月

30日契約の調印を行なった。この契約により,NK

の行なう業務は次のとおりである。

｡建造仕様書，一般配僻図，技術関係資料，図面

および計算書の作成

・入札関係書類の作成

･入札業務

･建造契約の援助

･図面審査および津造工率の監督

･保証期間内の技術サービス

■繁忙度増すNKのコンサルティング業務

NKのコンサルティング業務の伸展について，本

誌Vol.51No. 10に報じたが，その後この業務は

次第に繁忙度を期している。次にその主なものを紹

介する。

PromptShipping社向けコンテナ船進水

香港の船主,PromptShipping社から3,800DWT

型コンテナ船の船聿購将業務を委嘱された。

この船舶は，昨年9月7日，株式会社臼杵鉄工所

・臼杵造船所で起工され，その後，鋭意工事が進め

られていたが，同年12月15日無*進水し, Tunghai

Career(東海）と．命名された。

進水式には，船主側からPromptShipping社の

銭社長失姿初め多数が列席し,NKからは桝田常務

理那外関係者が出席し，盛大に式が行なわれた。

※(1)予想される周囲温庇より低流動点の油を用いること。

※12)2,400rpmまたはすぺり速度610m/min以上の場合には強制給油とし，本表記戦の瀞号より

低粘度の油を使用する。

第7表(a)～(n)は日本舶用機関学会綴「舶用磯関計画便覧」を引用した。

（つづく）

注）1．

2．

3．

ー

引用文献※1.数育テキスト研究会刊「商船設計の韮礎知識」

※2.館6Z(e)海文堂刊「商船機関部計画」

発売中〃●FRP船艇の勉強に最良の教本./

新版･強化プラスチックボート
戸田孝昭著・B5判新装／図版330余版

定価3,800円／送料240円

、内容＠

1 FRPとその選材 14． サンドイッチ榊造について

2. FRP板の性質 15. 12mサンドイッチ椛造艇

3． ガンネル部の蓑とめ 16． 米海軍のFRPボートの歴史

4． 腫一ポート 17 FRP製掃海艇

5． 皷挺用ポート 18． ノルウェイ船級協会規則

6． 小型セーリングポート 19． 11m内火挺

7． アウトポードランナパウト 20. 13m艇のファミリー化

8． 木 型 21． 18m交通艇

9. FRP型 22. 17m艇の建造

10. 7m外洋挺 23. FRPの破損と修理

11. 6m内火艇 付1． FRPポートのオーナーのために

12． 5．6mランナパウI、 付2. FRPボートの製造検査について

13． セーリングクルーザー 付3． 用語解説

発行元．舵社東京都中央区銀座5-11-13電・03（543）6051／振替東京1-25521

発売元．天然社東京都新宿区赤城下町50電･03(267)1950/振替東京6-79562

インドネシア政府向け設標船進水

インドネシア政府から，同政府向け680総トン型

設標船2笠について＝ンサルタントの委嘱を受け

た。これらの船舶は，昨年8月16日，株式会社新潟

鉄工所・新潟工場で起工されて，その後，鋭意工蛎

が進められていたが，第1船は同年10月25日，第2

船は同年12月14日それぞれ無事進水した。なお第1

船および第2船は，それぞれPARI,PARAJAPA

TIと命名された。

進水式には，いずれもインドネシア大使館の高官

とNKの秋田副会長が列席し，盛大に式が行なわれ

た。

北九州支部の新蕊務所完成（下写真）

昨年4月28日着工以来，工郡が進められてbtたN

K北九州支部の新築事務所は、同年11月10日完成

し， 15日の本会創立記念日に合わせて，竣工引渡し

式と披露パーティが催され， 20日から新事務所での

業務が開始された。

新1F務所は旧事務所跡に建てられ、住所および電

話番号は次のとおりである。

住所・北九州市門司区浜町1番22号（郵便番号801）

電話・093-331-8831～4

インドネシア向け補給船の監督を派遣

インドネシア政府から，同政府向け650総トン型

灯台補給船1隻の船主監督業務を委嘱された。

この船は，いま，インドネシアのIPPA造船所

で建造中である。この監督として，船体，機関，電

気の関係技師が現地に派遺されることになり，その

第1陣として船体関係の技師が昨年11月22日造船所

所在地のセマラン向け出発した。
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いて，この股大バンドに全エネルギーの大部分が集

中している。

風が吹き続ける時間，風の吹いて来た距離が大き

ければ大きいほど，波は発達した波となる。定常風
が吹き続けた時間に対する波高および波周期を第1
図に示す。

この波の発達の程度を波令βと呼び，波速cと風
速Uとの比β=C/Uで表す。

波令と波の岨度との間には一定の関係が観測され
ている。SverdruP･Munkの法則により，風速10~

30m/sに対する岨度を計算すると第2図となる。船

舶復原性規則による計算には，これの近似値を採用
し、上限を0，1，下限を0.035としている。

一定波長の波の理論的に達し得る波高は,"/Z,
がﾉで，これを越せば波は砕ける。このとき峯の角
度は120･で，尖っている。波の岨度の限界を越える
と波の峯は砕けて空中に飛ぷ。このとき強風が伴っ
ているとこのスプレーは風下に飛ばされ，波の風下

側をなだれ落ちる。この波のなだれの強力なものは

船を転覆させ，あるいは甲板上を完全に洗い流すほ
どの力を持つ。

前に吹いた風によって起された古い波の上に新し

く風が吹きはじめる場合が多い。新しく発生した風

は古い波を破壊しながら，あるいはその一部を破壊
しながら新しい波を生成させる。このようにして波

長，波高，方向の異ったいくつかの波が同時に存在
するのが普通であり，波を複雑不規則なものとして

C"=C,/謡要=C侭而~蕨
ただし た=子

周期は深海波の周期と等しくTであるから，波長
L《／は

“=讐総:鶚=¥Ltan'i"
波高H(Iは深海波の波高Hに対し

〃"="、/平
となる。

水深がさらに浅くなって，波長が水深の40倍以上
になると速度は単に水深のみにより変化し’波長に
は無関係となる。このような波は長波(longwave)
と呼ばれる。長波の速度Czは

CI=､/~Zr-

で近似される。

EngineeringCourse;FRPBoatbySeiichiNiwa

□

一

一

Ｌ
》

画
＄

&剰型

連 載FRP船講座<18>

高速艇の構造設計（5）

6． 1．2波の発生と成長

そよ風が吹きはじめると，海面は比較的規則正し
い小さなさざ波によっておおわれる。それらは急激
に高さを期し，最大の岨度を持つまでになり，尖っ
た峯が小さく砕けるようになる。さらに風のエネル

ギーを受けて分布は，周期の長い波に向って拡がっ

て行く。このようにして複雑な成分を持つ風浪に発

達して行くのである。一定の波の発達状態では，そ

れぞれの波周期分布には一つの最大バンドを持って

丹 羽 誠 一

6． 波とそれに対する船の応答

6． 1波

6． 1． 1大洋の波と浅い海の波

高速挺の構造設計は波に対する船体および構造部

材の応答を基準として考えている。これが外力韮準

の基礎となっているので高速艇を設計するにあた

っては，波そのものについて知っておくことが必要

である。小船を取扱う人々は波を肌で知っていて

も，それを系統立てて考えたことは無いだろうし，

造船学でも波について教えるところは少いようであ
る。また大型船で考える波と，われわれが取扱う小

型船が応答する波とではそこにかなりな性格の相異

がある。大型船が波のプロフイルによって静的に生

ずる曲げを主として考えるのに対し，小型船では波
との出会いによって生ずる動的な力衝撃を主とし

て考えている。したがって大型船で考える波は波

長，波高とその波形，例えばトロコイド波であると

いうう・ロフイルが砿要であるが，小型船では波形は

あまり問題にせず，波高と出会周期とが問題にな

り，出会周期を決める要素として波長と波速とが重
要となる。

一般に海の深さが波長の躯より大きし‘場合に，そ

の波は海底の影響を受けないものと考えられ､その

波の速度は波長Lの平方根に比例する。

複雑な風浪における一つの成分波の周期T,速度

C,および波長Lは次の簡単な相互関係を持つ・

L=156T2=0.64C2 (m)

T=0.64C=0.80,/r (Sec)

C=1､56T=1.25,/r (m/s)

もし海の深さがこれより小さい場合には，波の速

度が変化するばかりでなく，波の発生および衰弱に
も海底の影響を受ける。

同じ波長の波の速度は波長の題以下の浅い海では
深海の波より速度が小さい。大洋から伝播して来た
波は浅い海に入ると波長は短く，波高は高く，速度
は小さくなって，ついには波高波長比の限界を起え
て巻き波になってくだける。

遠浅の海岸では海岸線に角度を持って進んで来た
波も，早く浅い部分に達した部分から速度が落ち，
これによって波の屈折が起り，海岸でくだけるとき
には海岸線に並行に近い波になっている。
波長Lの深海波の速度cに対し，深さく/が題L以
下である浅い海では，波長Lの波の速度c乱は次の
ようになる。
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風浪は波高が非常に高くなるというこ
と以外にも多くの点でうねりと異った性
質を持っているし，ある平均波高を持っ
た風浪は同じ波高を持ったうねりとは全
く異った性質を持っている。
風浪の個々の波は鋭く尖った峯を持っ
た山脈によく似た形をしている。波の峯
はそれほど長くなく，峯と峯との間の距
離の2～3倍の長さしか統いていない。
大きな峯や谷の部分には，非常に多数の
小さな波が亜なっていて，その形は規則
的ではない。個々の波の峯はすべてが同
じ方向に並んでいるわけではなく，ある
ものは20｡～30･の角度をなしている。あ
る場所では配列は規則正しいが,他の場
所では混乱している。高い波も伝播する
間に衰弱し，消えてしまうし，今までき
わめて低かった所に急に高い波が出現す
る。大きな波が来るので身がまえている
と急に消えて肩すかしを血うこともある
し，なんでもない波を越えたとたんに深
い穴に落ち込むこともある□
う‘ねりの峯は低くて丸い形を持ってい
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Ｉ 注）1． （ ）内の数字は1963年以前のものを示す

2． 「短く」とは，波長100m未満（周期8.0秒以下）の程度をいう

3． 「中位の」とは，波長100m以上200m未満（周期8．1秒から11.3|秒まで）の程度をし､う

&l. 「長く」とは，波長200m以上（周期11.4秒以上）の程度をいう

5． 風浪は「観測時にその場所付近を吹<風によって直接起された波」であり， うねりは「観測場所

付近を吹く風によって紅接起されたものでなヤ､波」である。

と順々に拾っていって，その数が全数の尾になるま 観測したときの最大波高が有義波高の2.22倍以上と

で選び出したとき， これらの波高の平均値である。 なる可能性は5％あるとされている。

同嫌にして平均波高，姉最高平均波高も計算さ 海面の状況は波浪階級(Seastate)で表される。

れる。有義波高は理論的には特に重要な意味を有す これは風浪階級とうねりの階級とにわかれ，波3，

るものではないが，船舶等から報告される波高の観 うねり2のように表示される。現行（1963年1月1

測記録は， これに相当するものと考えられ，海面状 日以降）の波浪階級表を別表にして示す。

況を示すスケールとされている。

海面上のある点で連続的に自記された水面の上下 6． 1 5小型船の出会う波

迎動の記録を，忠実に小さな波までを拾って計算す 潮汐流や海流が風向と反対になったとき，海洋波
ると，淵最高平均波高は目測による有義波高よりは より岨度の大きな波を生ずる。

るかに低くなる場合が多く， このような観測では 海洋波が進行方向と反対の流れのある部分に進入
Mo般高平均波高の方が目測有義波高に近い。これ したとき，波の周波は変らないのに，波の進行速度
は記録の方法，記録の処理の方法によって相異す は低下させられ， したがって波長は短くなる。一波

長間の波のエネルギーが不変であるから波長が短くる。

風浪の波高の分布は，統計によればほぼ一定の形 なれば波高は高くなり，岨度は大きくなる。海流や
の分布を示し，最も数の多い波高は有義波高の0.5 潮流の速度の速くなる海峡，島の周地や岬の付近で
倍，平均波高は有義波高の0.63倍,XO最高平均波 は局地的に高い波を生ずることが多いのはこれによ
高は有凝波高の127倍， 1,000個の波高を連続して るものである。

65

０

１

５二
初２０１

而一る。波の峯の長さはかなり長く，少くと
も波長の6～7倍は統いている。相次の
波の形はきわめて似ていて，ほとんど何

20 301U

紘醐期

第2図

じ波高と波長とを持っている。
風浪とうねりとの間の根本的な相異は，短時間内
の予測が可能かどうかにある。風浪が不規則で予測
が困難なのに対し， うねりは次にどのような波が来
るかは今までに起った波の状態によって予測でき
る。波が高いときはそれに続いて5～6個は同じ程
度の波高の波が通過するし，波が低い場合はしばら
くは低い波が続く。波が高さを増しているときに
は,次に来る波はおそらく一層高い波であろうし，
波が高さを減少しているときは，次に来る波はおそ
らくさらに低い波であろう。
波は暴風域内の現場の風によって生成されるもの
であるから，風浪は一つの輪郭のはっきりした現象
である。しかし， うねりがその特性を得るまでには
時間を要する。発生域の外側数百キロ以内では，波
は上に述べた2つの状態の中間にある。

いる。

きわめて顕著な2つ以上の波が交叉するとき，波

の峯が交叉した位置には，両波の高さの和に相当す

る高さを持つ独立した峯ができ，谷の交叉した位攪

には両波の和に相当する独立した深い谷が生ずる。

この峯と谷との高度差は両波の和に等しくなる。こ

のような波を三角波と呼ぶ。

発達した低気圧の中心では四周から吹き込む風に

よって発生した波が集中し，きわめて高い三角波が

発生する。台風の中心ではきわめて巨大な三角波が

発生し，昭和10年，北海道東方海面で発生したそれ

は， 2,000トンの駆逐艦を両断し, 10,000トンの航

空母艦, 5,000トンの巡洋艦に損傷を与えた例があ
る。

6 1． 3風浪とうねり

暴風雨の中でその鑑風によって起された波を風浪

(Sea)と呼ぶ。発生域の外に伝播して行った波は
うねり(Swell)に変化する。

6． 1 4有義波高と波浪階級

有義波高とは，ある海面で連続して観測された波

高の全観測値のうち，一溌高ぃ波，その次に高'波
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表3表1による建造中船舶の建造工場別表表1 建造中および建造契約済の船舶集計

〔国内船〕＊･･･斐数＊*･･･総トン数

表2竣工船舶総計

〔国内船〕＊･･･隻数＊*…総トン数 避 船 所|“|総トン数||遥 総 所|盤敷|総トン数||遥 総 所|埜敷|緯ﾄﾝ識
|貨物船|満繍総|その他｜ 計 |貨物船 油槽船|その他｜ 計 15,8401
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表3表1による建造中船舶の建造工場別表表1 建造中および建造契約済の船舶集計
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1

ニュース・ダイジェスト（'月’日～3'日）

受注 発をすすめてきた深層軟弱地錐改良絡の第1船を竹

納期は54年6月末。中土木から受注した。 形式はヤ●内海，東日本フェリーから1塞

内海造船は東日本フェリーが新航路開設のため新

造する3,800総トン型フェリー1災を受注した。納

期は54年9月。同船は主機関に銅揺PS6,890馬力

2基を搭職航海速力20ノット，乗用車24台， トラ

ック（8トン車換算）72台のほか，旅客500人を収

容する。船路は八戸／室間問。

曹縛至麗l i 若
山
山
横

松
中
西
浜

3'115横浜ヨット 3 440

499

465

3,779 計 5096,102,770

780

19,300

4,700

23,160

７
１
２
５

グラ移動5孔連続改良型パージで稼働水深最大25メ

－トル，改良深度水面下65メート ルo

●常石，栗林からRO/RO船ワ
】〃

常石造船は栗林商船が船舶盤備公団と共有趣造す

る4，390重趾トン型ロール．オン／戸一ル．オフ船

を受注した。納期は54年夏。主要目は4,000総トン，

宇和 島’ 3

主機関三井B&W12V42M型9,000馬力，航海速力

17.0ノット。

●三井，旭海運からバルク．キャリア

三井造船は旭海運から59,500亜遼トン型パルクキ

ャリアを受注した。神戸製鋼の保証で35次船として

建造する。旭海迎が三井造船に発注するのは珍しw、

ケースだが，荷主の要望によるもの。同船は37,000

総トン，主機関三井B&W15,800馬力，公試速力

16.6ノット，納期54年12月末。

●三井など3社が中国向けに石油化学プラント

三井造船と三井石油化学，伊藤忠商事および光商

株式会社は中華人民共和国中国技術進出口総公司と

高密度ポリエチレン製造プラント，高純度テレブタ

ル酸製造プラントおよびフェノール．アセント製造

プラントの輸出契約をおこなった。

●石揺，アルジェリアから大型製紙プラント

石川島播磨重工は伊藤忠商郡とともにアルジェリ

アの紙パルプ公社から大型製紙プラントを受注し

た。工場の規模は抄紙プラントが年産12万トン，製

函プラントが年産4万5千トン。完成は契約発効後

33カ月。

●日立，香港から火力発電用各種工事

日立造船は香港の九施篭力供給会社から火力発趣

用鉄崎.製作，据付工事を受注した。扱v､商社は日商

岩井で納期は1983年3月末。

●瀬戸内がパナマ籍タンカー

瀬戸内造船は兼松江商を通じパナマ籍船主クレア

・ライン・ リミテッドから5,800通型トン型タンカ

ー1笠を受注。同船は3,500総トン，主機は阪神

3,600馬力で速力は12．1ノット，納期は79年4月。

●瀬戸内，上野運輸から小型タンカー

瀬戸内造船は上野運輔商会から2,400亜趾トン型

内航タンカー1笠を受注した。同船は999総トン，

主機関阪神2，600馬力，航海速力12.2ノット，納期

は54年8月下旬。

●今治，シルバー・東日本から共有船を1隻

今治造船はシルバーフェリー，東日本フェリーの

共有で池造寸-る3,800トン型フェリーを受注した。

納期は54年秋。同船はディーゼル6,000馬力を2基

搭戦し，航海速力19.5ノット。乗用車40台， トラッ

ク（8トン換算）‘15台のほか旅定400人を収容す

る。完工後は八戸／苫小牧間に就航。

●来島， リベリア向け18型タンカー

来島どっくはリベリア締船主イースト．タンク社

から17,900亜趾トン型タンカーを受注した。納期は

80年1月下旬。同船は11,900緯トン，主機関スルザ

ー6,700賜力，航海速力13.5ノット。

●来島，内航タンカー4襲

来島どつくは鶴見輸送から5,200重丑トン型タン

カーを2盤， また上野迩輪商会から5,500重趾トン

型と2,400亜舐型タンカー各1典を受注した。鶴見

輸送むけは主機関阪神ディーゼル3,800馬力を搭

栽，納期は54年10月と11月。上野遮輪商会むけは54

年7月と8月。

●来島，エースエンタープライズよりログバルク

来島どつくはエースエンタープライズから28,000

砥蛍トンのログバルクを受注，納期は54年7月末。

同船は17,500総トン，主機関スルザー11,400馬力を

搭載し，航海速力は146ノット。

●三菱，中国から大型鉱油船の改造工率

三蕊亜工は中国遠洋遮輸公司から114,000重趾ト

ン型鉱油兼用船「双峰海」の改造工噸を受注した。

同船は商船三井が日本鋼管鶴見で1968年に趣造した

旧船翁「銅福山丸」で昨年8月充船したもの。改造
工班の主な点は①2基合計で能力2,500重避トンの

ガントリークレーンを搭載，②同クレーンの足回り

へのベルトコンベアを装備，③3台の発砥撒の搭澱

など。工期は本年4月中旬から7月中旬まで。

●三菱，竹中土木から深層軟弱地盤改良船

三菱竃工はかねて竹中土木，竹中工務店と共同I)W

表4表1による主機関の製造工場別表

〔ディーゼル〕

三菱 （神戸）

三 菱 （横浜）

三井 （玉野）

新 潟 鉄 工

銅管 （鶴見）

住 亜 （玉 島）

宇 部 鉄 エ

ャンマーディーゼル

計

工 場 名 ｜台数｜馬 力 ０
６
４
９
８
８
８
４
５

３
６
５
１
２
２５

593,490

104,000

800,000

133,510

52，580

315,500

42,900

29,370

4,024,870

赤 坂 鉄 工

キャタピラー三菱

ダイハツディーゼル

富士ディーゼル

阪神内燃機

日 立 （因 島）

〃 （舞鶴）

〃 （桜 島）

石播 （相 生）

（東京）〃

川 崎 （神戸）

神戸発動機

槙 田 鉄 工

松 弁

89，450

2，250

55，520

46,000

102,030

21，360

16，000

338,100

778,310

12,000

279,860

188,600

22,600

1,300

７
４
２
６
９
３
１
３
５
２
１
４
９
２

３
３
１
４
２
８
２
２

〔タービン〕

崎 ｜ ‘’川 171,000
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●鋼管，東亜建設から湊深船

日本鋼管は東亜建設工業からディーゼルポンプ波

諜船（非自航式） 1災を受注。同船はとくに洩掘用
として兼用できるようにユニバーサル.ジョイント

を装備し， カッター軸の屈曲を可能にしているのが

特徴で納期は本年5月末。波湶ポンプ用原動機14P
C2-2V6,000馬力， 淡沸ポンプ横型単段片吸込
遠心式1基，サクション．ブースターポンプ横型単
段遠心式1基を装備す'る。

●楢崎，香港のワーコンシッピングからコンテナ船
楢崎造紹は香港のワーコンシッピング社から

6，300重錘トン型フィーダー用コンテナ船を受注し
た。同船は4,200総トン，主機はマキタデイーゼル
5,500馬力を搭戦, 30トンガントリークレーンを装
備して20フィート換算でコンテナ300個を秋赦でき
る。納期は79年7月，完工後は商船三井が用船する
予定。

●金指，中国向けに小型タンカーを4隻

川崎亜工と碓源l川発が共同llll発した乾式脱硝プロ
セスが米国稚力研究所(EPRI)コロラド州パブ
リックサービス会社アラパホ発芯所で実施する石炭
火力用脱硝プロセスのパイロットテストに採用され
ることになり，川亜が一述の技術協力をおこなうこ

とになった。川亜の技術協力範囲は，反応器とその

付幣設伽および触媒の供給，指導技術者の派逝， と
なってし､る。

●船舶技術導入， 12月の新規分は三菱など4件
迎輪省船舶局は昨年12月の船舶関係甲菰技術の援

助契約をまとめた。新規は三鈴マシナリーなど4

件。変更は6件。新規の内零はつぎのとおり。

1)三鈴マシナリーーサレン．アンド・ヴィカンダー

（スウヱーデン）と油水分離器の製造技術。

2)笹倉槻械製作所＝モス・ローゼンベルグ（ノルウ

ェー）と煙遊ガス粘製装磁の製造および販売に関

する技術。

3)石川勘播蛎砿エージョルジニ・モァッティ（フラ

ンス）と潤滑油フ･｢ルターの製造技術。

4)住友正機械=RSVガス1， .エンジニアリング

（オランダ）と水上用旋回式起誼機の設計製作技

術。

「コストダウン推進委員会」を新設，減錘経営の徹

底と国際競争力に耐える体力づくりのため全社をあ

げてコストダウン運動を推進する。同委員会ではと

くにコストの約60％を占める材料強，外注讃を対象

にして資材部門における購入価格の低減対策， さら

には設計・見讃り段階でのキメ細かな削減実施など

コストダウン対策を再検討することとしてし､ろ。

●三井，メキシコ事務所を設冠（1月21日付）

三井造船はメキシコに駐在員轆務所を新設した。

駐在員は前船舶・海洋プロジニクト事業本部輸出船

営業部の雪上元氏。

●運翰省，船舶局造船課に国際業務室を新設

遮輪省船舶局は54年度予算で組織改正が認められ

たため造船課内に「国際業務室」を新設する。室長

には南部伸孝造船課補佐官が起用される予定。

●三井，青森に営業所新設（1月1日付）

三井造船は青森に営業所を|Ⅲ設し，所長に原動犠

・機器事業本部の斯波良夫課長を起用した。

●川崎重工（1月1日付）

1)本社総務本部事務改善部を廃止する。

2)営業総括本部。①業務部を計画部と改称する。②

国内営業総括部の第1部と第3部を統合して第1

部とする。③国内営業総括部に社会開発プロジー

クト室を新設する，④輸出営業総括部の第2部と

第3部を統合して第2部とする。⑤オイルガスエ

ンジニアリング室を新設する。

3)技術開発本部。①原子力技術部を廃止し，その業

務を新設のプラント鉄構辨業本部原子力本部に移

笹する，②業務部を計画部と改称する。

4)プラント営業本部。①化工機部と製鉄機械部を統

合して産業機械第2部とするとともに，産業機械

部を産業機械第1部と改称

5)プラントエンジニアリング事業部。産業プラント

事業部と化学プラント事業部を統合してプラント

エンジニアリング班業部とする。

6)原子力本部。技術開発本部の原子力技術部とエネ
ルギープラント事業部原子力部を統合し，プラン

ト鉄櫛辨業本部に原子力本部を新設ナる。

7)建殺機械事業部。資材部とサービス部を新設する

8)単車事業部。営業部と物流部を統合して営業繧括
部を新股する

9)ジェットエンジン事業部。産業ガスターピンシス

テム部を新戒ずる。

ブリヂストンタイヤは京菜シーパースから油回収

能力毎時40キロリットルの双胴型油回収船を受注し

た。同船は100絶トン，速力10ノット，油回収能力

は毎時40キロリットル。これで同社の油回収船受注

は15隻に達した。

開発・技術提携－

●舶用機器閉発協会など船舶着氷離脱装置を開発

日本舶用磯器開発協会とポルカノ（廃乗物や汚水

処理メーカー）は舶用樋器朋発協会の今年度随時技

術朋発計画で，わが国では初の船舶粧氷離脱装姪の

実用化をすすめてヤ､たが， このほど完成，海上保安

庁の協力により2月から釧路海上保安部所属の巡視

船「えりも」に装備，藩氷離脱テストをおこなう。

この装吐は北方海域を航行する絡舶の主に甲板など

に発生する大批の粧氷をL型やO型の各菰発熱パイ

プを用いて除去しようとし､うもの。

●三菱，省エネルギー形溶接余熱装置を開発

三菱正工は昭和50年度通産省並要技術研究間発補

助金を得て，以来，商砂研究所でわが国初の省エネ

ルギー形溶接余熱装岻の朋発研究を進めてきたが，

このほど試作装随を完成し，尖用試験に成功した。

このシステムの椛成は(1}lⅢ発した余熱混合方式の

余熱バーナはメインバーナュニットとサブバーナュ

ニットの2系列からなりバーナ本体関係以外の機器

の仕様は同一形式でそれぞれ単独の保安，操作機構

を側えてヤ､る。 (2)余熱温度計測装肚は過fu流方式が

採用されている。 (3)余熱制御装磁の設計にあたって

バーナの点火を手勤操作によっておこなヤ､，点火時

における必要最小限の安全硴認をおこなう。

●住友重機, LNG船タンク・テクニガスマークⅢ

を開発

住友麺機械は最近, LNG船タンクについてメン

プレン方式のテクニガス・マークⅢの実用化実験を

おこなし､新方式として採用を決定した。

住重は昭和47年にコンチ・インターナショナル・

メタン社と技術提桃し方形独立タンク方式による建

造体制を確立してし､るが，その後の状況の変化に対

応するため新方式採用に踏みきったもの。テクニガ

スメンプレン方式のタンク機はSUS304L製しわ

付メンプレンシートであるが，防熱材および2次防

壁は逐次改良が加えられ， マークI～Ⅲまでの方式

が開発されてヤ､る。

●川重，米国電力研究所に技術協力

金指造船は中国友好商社の東和観光貿易を通じ，
中国撞械進出総公司から3,290亜吐トン型タンカー
4隻を受注した。納期は79年11月， 12月および80年
1月と2月。同船は2,300総トン，主機関石播8P
C2-5L型5,200馬力，航海速力16.2ノット。
●鋼管，東海サルベージから改造工事
日本銅智は東海サルベージからサプライポート2

隻の改造工率を受注した。工事内容は①主機換装＝
2基4,000馬力を2X8,200馬力にする。②パウスラ
スターの能力アップ＝4トンから5トンに，③アイ
スクラス(Cクラス）の取得など。納期は55年3月
末。この工事で997.81総トンが約1,000総トンにな
る｡

新設・機構改革

●日立が西独マンネスマンデマーグ社と合弁会社

日立造船は西独のマンネスマンデマーグ社と合弁

で来年2j1，新会社を設立する。日立造船は事業柵

造il:属換轆として，陸磯部II1の拡充をはかっており，

これはその－猟。新会社は「u立造船マンネスマン

デマーグ社」と称し，出資比率は50：50で，設立後

は段近急速に実戦の伸びてﾔ、るマンネスマンデマー

グ社のコンプレッサーおよび関連擬器の製造,販売，

調達をおこなう。このコンプレッサーの販路は主と

して製鉄，石油締製，石油化学，空気分離のプラン

ト用を狙ってヤ､るが， このほかオフショア・LPG

･LNGパイプライン等にも欠かせぬ機器であると

ころから， こうした分野への進出も図るとしてv、

る。新会社は那務所を東〕;〔千代田区一ツ橘のパレス

サイドピルにおき資本金は1惚円，代袈取締役には

日立造船の前陸磯本業本部副本部長の倉本芳造氏と

マンネスマンデマーグ社極東地区支配人ホルスト．

ホルンベルガー氏が予定されてW､る。

●日立’コストダウン推進委を設置

日立造船は大阪本社に湯口剛社長を委員長とする

●四国建材，上海宝山製鉄所向け作業船
四国建材は神戸友好貿易とともに中国擬械進出口

総公司から350トン吊りクレーン船1“8立方メ
ートル型ドレツジヤー1典の新造工率を受注した。
納期は今年8月で，完工後は上海宝山製鉄所建設の
港湾整側用として使用する。

●ダイハツ，中国向けに舶用発電機16基
ダイハツ．ディーゼルは中国機械進出口総公司か
ら630キロワット型舶用発電機16進を野村貿易を通
じ受注した。同社は昨年400キロヲット型舶用発砥
機15基を受注済みで今年計3唾受注した。
●ブリヂストン，油回収船1隻
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竣工船一覧
TheListOfNewly-builtShip

②HIKARIMARUNo.5 ③STARCARRIER

IntermaritimeCarrier

川崎坂出(Kawasaki)

①PACIFICTEAK ④WAKAMIZUMARU

船舶整備公団, IMfu阪急

内海(Naikai)

SWireOffsIIoreMarine

寺岡(Teraoka)
日本郵船(NYK)

三菱民崎(Mitsubishi)

ABS

78／12．78／12

曳船('IIjg) ･遠洋

NK･NS･MNS NV
NK

78／8 ．78／12
78／11.79／2

油棚(Tanker) ･遠洋

78／7．79／1

多目的(Multi) ･遠洋 ②多目的(Multi) ・遠洋

14，478．58．7，232．29
473，82，77 1，941．46．－ 25，078．－
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三葵MAN12V52/55

12,000/430

10.200/407

34.8t/d

約14,000

18．95

16.50

/MC-15×1

3×450KW, 1×500KW
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ダイハツ単勤4サイクルX2

1,300×750/200×2

ヤンマ－6Z-UT
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船 名
NameofShip

所有 者
owners

造 船 所
Shipbuilder
船 級
Class

進水・竣エ
Launching・Delivery
用途・航行区域
r映､,,UエN翠電a唖onar“

G／T・N／T

LOA<全長：、）

LBP(垂線間長：、）

B(型幅；、）

D(型深：、）

d（櫛戦吃水：、）

満載排水量
R』IlloadDiSpIacement
軽貨排水量
iightWeight

載貨重量
L/T

D“〔1W種ightK/T

貨物倉容穣Qpacitj
(ベール/グレーン：m'）

圭機型式/製造所
M輔nEngine

主機出力(連続:PS/rpm）
MCR

主機出力(常用:PS/rpm）
NCR

燃料消費量
R』elConsumption
航続鮨離(海里）
CruisimgRange

試運転最大速力(kn）
MaXimum乃ialSpeed
航海速力
ServiceSpeed

ボイラー(主/補）
Boiler

発電機(出力×台数）
Gencrator

貨油庫容稲(m，)COT

清水倉容讃(m，)FWT

燃料油倉容菰(m‘)FOT

特殊設備・特徴他
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船 名
NameofShip

⑥NORDICSPIRIT⑤HIRAMARU ⑦EBURNA

RoyalDutch/ShellGroup

三井千葉(Mitsui)

LR

78／2 ．79／1

油槽(Oil) ・遠洋

⑧NSALLIANCE

NSAllianceMaritime

鋼管伽見(NKK)

AB

78／9．78／12

猟俄(Bulk) ．遠洋
ｆＰｒ曲
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船
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進
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郵船･昭和(NYK･Showa)

三菱神戸(Mitsubishi)

NK

78／8 ．78／12

コンテナ(Container)遠洋

SeaferShipping

三菱長崎(MitSubiShi)

ABS

－．78／11

油槽('Ihnker) ・遠洋

南

I
－

⑥

G T．N/T 55．465．49．31，797．96 19，763．04．－24．793．76．14,371.32 34,000．－

LOA今lく m

LBP!F:線間I& m

B! '"l,i :mノ

D(MIjif?m)

dd i,鮒職吃水二m)

214.611

200.00

30．60

16.70

10.50

231.00

220.00

44．00

18．60

12．1135

170.00

162.00

26．00

14.60

11.04

224$0

214．0

32．2

17．7

12．3

満載排水量
Filll ioadnisplacemen(

軽貨排水墨
lightWeight

載貨重量 L/T
DeadwGight K/T

貨物倉容積CIpacity
（ベール/グレ･ ･-j/ :m")

37，015

*12，671

*23,959.5

24，344

20ft換算1,1101m

79，850

*81，131．38

99．253．4

31，374

*31，877．47

40，995.3

三井B&W6L67GF

11,200/119

85,500/115

60,100

*61，064．45

⑦
主機到式/製造所
MainEnginc

主機出力〈辿統:PS/rpml
MCR

主機出力(常川:PS/mm)
NCR

燃料消雷暴
R'eiConSumptinn

航続距離( i"1M)
Cruisi,叩Range
試運転最大速力(knl
Maximum'n･ialSpceff

航海速力
ServiceSpfPe(l

三菱SulzerlORND90M

33,500／122

28,475／116

102t/d

14500

26.47

230

三菱Sulzer7RND90

20,300/122

18,270／118

NKK-SEMTIOPC-4V

14,000/400

16．41

15．6
15．114．48

約1,000PS

！
煙管式11,000Kg/h×1
排ガスエコノマイザー

1,375KMxAC450Vx60Hz

ボイラー( i；ﾉ lli)
Bniler

発睡機(I11ﾉﾉxf蝋）
Generat[)r

35,000Kg/h, 16Kg/cm2g

750KW ロ■■

⑧
」

貨油庫容積{m')COT

清水倉容積(m')FWT

燃料油倉容赫(In1')F()T

398

460

4，393

２
６
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一
一
一
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特許解説/MTENTNEWS
第3図

石 夛 必

幸長保次郎
特許庁寒笠鋪三都理輸 幻

鯵双胴型半潜式函体沈設作業船〔特公昭53-

21193号公報,発明者；西村弘一ほか1名，出願人；

三菱重工業〕

本発明は比較的簡単な構成で，高精度の函体沈設

作業を可能にする函体沈作業船を提供するもので，

左右のロワーハル間の空間部を利用して，沈設函体

を導入し，プラットフォーム上のウインチによりワ

イヤを介して水平状態を保持して懸吊し，作業船の

ロワーハルおよびコラムに注排水して，常に安定し

た状態で沈設函体を沈設位渭至近深度まで沈降させ

て函体の沈設作業を容易に行なうものである。

図面を参照して説明すると，作業船プラットフォ

ーム2はコラム3，支持架構4を介して左右一対の

ロワーハル1上に設置され，ロヮーハル1，コラム

3内は適当な仕切板が設けられ，各仕切室に注排水

を行なうことにより喫水，傾斜の調整を行なう。
一対のロワーハル1間の空間部には，沈設される

函体Aが吊下索5，固定索8を介して，プラツトフ

オーム2上より懸吊される。吊下索5はプラットフ

ォームの前後のそれぞれ2個所で支持され，吊下索

昇降ウインチ7に捲装されている。固定索8は曳航

時などにおける沈設函Aの動揺を防止するために設

けられ，沈設函Aの上面の前後，左右に張設され，

ロワーハルのリーディングブロック9を介して固定

索用ウインチ10に捲装されている。沈設函の位腫決

めのため，沈設函の前後端にレーザビーム検知装腫

15の装架された計測搭16が仮設される。

沈設作業にあたっては，吊下索5，固定索8を調

節して， ロワーハル1間に沈設函Aを支持し，所定
の水面まで曳航する。沈設函の位隆決めは，作業韮

地17より放射されるレーザピーム18を検知装置15が

受光することにより行なう。 （第2， 3図）次いで
ロヮーハル1， コラム3に注水して作業船の均衡状

態を保持しつつ沈降し（第4図)，既設沈設函の位
瞳まで沈下すると停止し，検知装固15で般終位陞調
整を行なった後，吊下索5，固定索8を解放して，

ノ

4

2

2 第 6図第5図
／

｡『 |ルル’ルル ~ﾘー

沈設函を着底させる（第5図)，その後， ロワーノ、

ル1， コラム3内の排水を行なって，作業船を浮上

させる（第6図)。

クリート塊を海底に沈めようとするものである。

図面を参照して説明すると， 1は船倉の底板で，

常時はワイヤの索引等により船倉2内を閉じてい

る。底板1が開放されると，船倉2内で成型された

コンクリート塊は海中に投棄される。船倉2は下方

拡がりの傾斜壁面の構造とされ，全体としてコンク

リート型枠となるよう構成されている。3は発電機

室， 4はセメント，骨材収容室， 5はクレーンであ

る。

以上の構成において，塵部を閉止した状態で，ま

ず船倉内にコンクリートを流し込み，この上に各種

廃棄物を置き，上から再びコンクリートを流すとい

った作業をくり返し，周囲の船倉壁面に沿った部分

は密質のコンクリートとなD,内部は廃

棄物の介在する比較的コンクリート分の

少い固形物が成型されるよう作業を行な

鐙産業廃棄物の処理方法〔特公昭53-21194号公

報，発明者；藤田義夫，出願人：同〕

各種産業廃棄物を固形化して海底に沈めることが

提案されているが，固形するための設備，固形化し

たものの搬出など，種々の問題がある。

本発明はこの点についてなされたもので，船倉内

をコンクリート成型用の型枠とし，廃棄物を該型枠

内でコンクリートで固め，投棄場所までそのまま海

上移動し，船倉下方を開口して，廃棄物内蔵のコン

/3 7 2 忽〃第1図

’

侭く§
う。

各船倉2の型枠でコンクリート塊成型

の作業が終了すると，その状態のまま処

理船を自走，曳航または押航によって投

棄海域まで運搬される。そして船倉底部

を開口すると，固形化されたコンクリーA-' // / / /
第2図

イ2 竿 イ Z 第1図
ト塊は下方にすべり落ち，海底に沈下す

る。海底に沈下した．坪クリート塊は，

固形化しているため，内部の廃乗物によ
第2図

り海水を汚染することがなく，魚礁など

に利用される。

－2戸 〆

u し

〆〆

／ノ ／
Z/ j／

月／

8180



PG

屍F

■

DEN
A第1図

●

戸 w勢
図 12

k

'3" ++

第2

、10 7 壷壷
61′ 毎 ’、J g 3 3 1

繍繍２
－

無ｰ認轆鷺 ，軍.寂無ｰ認轆鷺 ，軍.寂

第3
A

一
一
卜

○○

| ｜ ロランC受信機ロランC受信機○
ロラン航法装置ロラン航法装置

L

一一印『郡

一吋
伽③画

聾師１０ＰＯｒ

もおＩＢＯ０

７
７

７
ｍ

岨

旺

ロ

エＮ

Ｒ■

Ｈ－

－ｕ

色Ｌ

■

■

一如

一■

｛函

■

齢
第4図

〔膿瀞
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鐘重量貨物運搬船における貨物積載装置〔特公
昭53-21591号公報発明者；漆谷一雄ほか2名，

出願人；日立造船〕

鉄鋼スラブ等の単位体穣当りの重獄の大きい定形

重量貨物を穣載する場合，種々の問題が発生する。

たとえ凝各単位船舶に大荷重が作用し，機隔壁部

分に荷重方向と逆方向の浮力が作用し，船体構造に
大きなせん断力が発生し，結果として許容識脇貨物

量に制約を受ける。また重心位置が極度に下方に移

ることによる安定性，動揺周期の問題もある。

本発明は以上の背景のもとになされたもので，図

面を参照して説明すると，横隔壁3により船長方向

に複数個の単位獅自2が区画され，横隔壁3はスチ

フナ4で補強され，垂直大荷重に耐える構造とされ

る。各単位船舶2の底部には下部貨物積戦部5が設

けられ，鉄鋼スラブ等の定形貨物を収容するよう，

その周囲に固定用積載ガイド11が取付けられる。さ

らに横隔壁3の上部の，隣接する各単位船舶2相互

間の位置の甲板9上に，上部貨物積栽部10が設けら

れる。上部菰戦貨物部10にも固定用ガイド12が設け

られ，その前後両側はハツチコーミング7に一部兼

4

両
詞

LR-フフフUSCG適合機 LON-190

@LR-777は従来のA+Cロラン受信機とは全く異
る本格的なロランc受信機です。

、精度で約20倍使用範囲では(-20dBライン）
約2倍すぐれています。

、連続して高精度の位置を追尾表示します。
o2LOP(位置線）を表示します。

・2台分のロラン受信機の機能をもっています。
oブラウン管で合わせる必要はありません。
○初期操作は、電源を入れることと、局を選択
することだけです。

○8本のパルスを全部使っています。

o地表波(グランドウエーブ)を自動検出します。

．最も安定している、3サイクル目を自動的
に検出しサイクルマッチングします。

○時間差は、6桁0.1usecまで測定します。

○全て、米国運諭省コーストガードの発行した
ユーザーハンドブック(AUG1974CG-462)
｜‘ﾏ適合しています。

@LA-777があれば

南太平洋のロランAが廃止されても大丈夫です。

ご利用いただいだ船からは帆NNSSと同精度だ'‘

とおほめ|こあづかりました。

○寸法はH241×W433×D389mm l5kgです。

①LR-7771こ接続してご便用下さい。

、経度・経度をいつも正確に連続して表示するマ

イクロコンピューター自動航法装置一です。

｡すこぶる便利です。

○初期設定は、大まかな推定位置（60マイル以

内）とベアーを合わせるだけです。

○ロランの位置線から、鐘経度を算出する手

間ガかかりません。

・能率向上に寄与します。

・ロランテーブルは不要です。

Oロランサービスエリア内で操業する船は、L

R-777ともで、NNSS(約¥7.000 00のの半

値以下で正確な位置を連続して表示されます。

、オプションも豊菖ですC

OD/Aコンバータを内蔵していますからX-Yレ

コーダもすぐつけられます。

○緯度経度をリモートディスプレイする遠隔

表示器もあります。

oディジタルプリンタの出力端子もついていき融

○寸法はH253×W304×D320mm l6kgです・。

用され，左右両側部は甲板9上の取付台13が設けら

れ，それぞれに固定用ガイド12が回動自在に取付け

られる。

貨物の穣戦に際しては，まず上部貨物誠戦部10の

固定用ガイド12を内側に回動し，ハツチカバー8を

開けて，船舶2内の下部舗赦部5内へ擬入する。次

いでハッチカバー8を閉じた後，上部獅職部10の固

定用ガイド12をセットして，上部積載部へ搬入す

る。ハッチカバー8を，上部貨物部20の械載の有無

にかかわらず，常に開閉自在に構成することもでき

る。 （第4図）

以上の構成により，船体構造への過度のせん断力

を防止でき，また重心位置の極端な低下も避けるこ

とができる。

1船舶/SENPAKU第52巻第3号昭和54年3月1日発行
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離島にかけはしを実現する
-IHIFRP製高速艇一
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17M型高速村営交通船（利脇～大勝航路） 型
町
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17M型緊急忠者輸送船（家島～姫路航路）

おいても高速化時代を迎えています。 IHIは

高速化時代に対応した離島向け旅客交通船

緊急恩者輸送船，生活物責運搬船などIHI

FRP製高速艇を数多く納入しております。

25M型定期旅客船（江島～女川航路）

海に囲まれた離島で生活する人々のかけは

し実現のために, IHIは数多くの船を建造し

ています。

近年、交通網の高速化に伴い，離島航路に

』｡
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